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金栗 I遺跡発掘調査報告書

主要地方道盛岡和賀線花巻市笹問地区道路改築事業関連遺跡発掘調査



序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和 も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、主要地方道盛岡和賀線花巻市笹間地区道路改築事業に関連して平成16年度に発掘調査

された花巻市金栗 I遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、縄文時代の陥し穴状遺構

や近世の溝 。柱穴等が見つかりました。県央部ではこれまで近世の調査例は少なく、地域の歴史に新

たな一ページを書き加えることができました。本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理

解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました岩手

県花巻地方振興局土本部、花巻市教育委員会をはじめとする関係各位に対 し、深く感謝の意を表 しま

す。

平成17年 12月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合 田   武



例   言

1 本報告書は、岩手県花巻市南笹間第 1地割45番地ほかに所在する金栗 I遺跡発掘調査結果を収録

したものである。

2 本遺跡の発掘調査は主要地方道盛岡和賀線花巻市笹間地区道路改築事業工事関連事業に伴い、岩

手県教育委員会生涯学習文化課・岩手県花巻地方振興局土木部の協議 を経て、 (財 )岩手県文化振興

事業団埋蔵文化財センター (以下埋文センターと略称)力渭己録保存を目的として実施 した緊急発掘

調査である。

3 今回の発掘調査による成果は平成16年度の岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第469集

「平成16年度発掘調査報告書」 。現地公開 (平成16年 10月 15日 )に て公表 してきたが、本書が公式

な報告書であるので上記の刊行物 との違いがある場合は、本書が優先する。

4 岩手県遺跡登録台帳番号 と調査時の遺跡略号は、以下のとお りである。

遺跡登録台帳番号……M E44-1350

遺跡略号………………KGI-04

5 野外の調査期間 。調査面積 と調査担当者は、以下のとお りである。

調査期間  平成16年 9月 15日 ～10月 20日

調査面積  1,176♂

担 当 者  島原弘征・菅野 梢

6 室内整理期間と整理担当者は、以下のとお りである。

整理期間  平成16年 11月 1日 ～平成16年 12月 31日

担 当 者  菅野 梢

7 本報告書の原稿執筆は Iを 岩手県花巻地方振興局土木部、Ⅵを分析担当者、他を島原が行った。

編集は島原が行った。

8 座標原点の預1量および空中写真撮影は次の機関に委託 した。

座標原点の測量…………………慶長測量設計

空中写真…………………………東邦航空硼

9 自然科学関連の分析鑑定は次の機関に委託 した。

石質鑑定…………………………花商岩研究会

炭化材同定………………………岩手県木炭協会

井戸枠の樹種同定………………古環境研究所

10 本報告書の作成にあたり、次の方々ならびに機関からご指導とご協力をいただいた (敬称略・順

不同)。

浅田智晴・太田代一彦 ,大橋康二・葛城和穂・工藤雅樹・小針大志 。斎藤正・酒井宗孝・佐藤晃子・

新海和広・鈴木琢也・高橋信雄・丹治篤嘉・千葉悟・花巻市教育委員会

11 野外調査は、花巻市・北上市・石鳥谷町の作業員28名 にご協力いただいた。

室内整理作業は、当埋文センター期限付職員 1名 で行った。

12 土層観察の上色は、『新版標準土色帳』 (小 山正忠・竹原秀雄 :1992)に よった。

13 本報告書で使用 した地形図は、国土地理院発行のものであり、図中に図幅名と縮尺を記 している。

14 本遺跡から出上の遺物および調査に関わる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管・管理 し

ている。
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調査に至る経緯

金栗 I遺跡は、「笹間地区道路改築事業」の実施に伴いその事業区間内に存することから、発掘調

査を実施することになったものである。

協議の経過は、平成15年 3月 4日 付け「花地土第796号」により花巻地方振興局長から花巻市教育

委員会委員長及び北上市教育委員会委員長あてに笹間地区道路改築事業にかかわる遺跡の分布調査に

ついて依頼を行い、当該事業範囲には、牛小渕 I遺跡、金栗 I遺跡、金栗Ⅱ遺跡、堰の下Ⅱ遺跡が存

在した。

これを受け、12月 に岩手県教育委員会に4遺跡の試掘調査を依頼し、試掘結果、金栗 I遺跡が要発

掘調査となった。その結果を踏まえ岩手県教育委員会事務局との協議を行い、発掘調査を(財 )岩手県

文化振興事業国に調査を依頼することとなった。 (岩手県花巻地方振興局土本部)

遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置 と立地

(1)遺 跡 の 位 置

金栗 I遺跡は、岩手県花巻市南笹間第1地割45番地ほかに所在する。」R東北本線花巻駅の南西約

8 km、 北緯39度20分 15秒、東経141度03分 11秒付近に位置する。本遺跡の所在する花巻市は岩手県南
140°          141°          142°

●金栗 I遺跡
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第 1図 岩手県全図
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1 遺跡の位置と立地

第 2図 遺跡の位置図
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Ⅱ 遺跡の位置と環境
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第3図 周辺の地形と調査範囲
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1 遺跡の位置と立地
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第 4図 地形分類図



Ⅱ 遺跡の位置と環境

の西側内陸部に位置 し、西側の奥羽山脈 と東側の北上曲地に挟まれた南北に長い北上盆地の中央付近

にある。北側は稗貫郡石鳥谷町・岩手郡雫石町、東側は和賀郡束和町、南側は北上市、西側は和賀郡

沢内村 と隣接 している。面積は385。4kだ 、人口は72,565人 である (平成17年 5月 末現在 )。 古 くは北上

川と瀬川・豊沢川との間に挟まれた台地上に位置する近世花巻城の城下町として栄え、現在は近隣の

石鳥谷町 。大迫町 。東和町を含めた花巻(稗貫)地区の中心的役割を果たしている (註 1)。

(2)地 形 。 地 質

四国四県に匹敵する広大な面積を有する岩手県は、東に北上山地、西に奥羽脊梁山脈が南北に延び

ている。岩手郡岩手町御堂観音境内に端を発する北上川は奥羽山脈 と北上山地に挟まれた南北に長い

北上盆地を南流 し、宮城県追波湾に至る。もともとは宮城県石巻市で太平洋に注いでいたが、昭和に

入つて大改修を加え流路を変えている。全長249km、 流域面積10,150k雷 を誇る東北地方最大の河川で、

その勾配は緩い河川である。盛岡以北を上流域、盛岡～前沢間を中流域、前沢以南を下流域と3区域

に区分されている。

遺跡が所在する花巻市の地形は北上川が大きく蛇行 しながら南流 しているが、その両岸では対照的

な様相を呈 している。西側 (右岸)は松倉山 。円森山等の標高200～ 900m級 の奥羽山系の支脈をなす

山地からなる。新第三紀中新世のグリーンタフ活動による安山岩～流紋岩質岩を主体とし砂岩・礫岩・

頁岩を伴 うこの山地からは豊沢川・瀬川等の北上川支流が東流 し、決水堆積物 と流路の変遷を起因と

する扇状地が形成されている。またその東側では南流する北上川の旧河床が段丘化 した河岸段丘が発

達 している。河岸段丘は上 。中・下の新旧 3段以上に分類される。上位段丘は村崎野北側の西根段丘、

中位段丘は村崎野周辺の村崎野段丘、下位段丘は金ヶ崎段丘である。上 。中位段丘は下位段丘上に残

丘状に残る。東側 (左岸)は北上山地の山麓縁辺部と標高150～ 250m前後の丘陵が比較的勾配をもっ

て広がる。泥岩・チャー ト・花商岩・斑レイ岩・蛇紋岩 。安山岩・砂岩・頁岩からなるこの山麓・丘

陵部を旗ヶ石川 。稗貫川などの河川が西流 している。流域には沖積地・河岸段丘の広が りが認められ

るが、発達は不良でその範囲は狭い。

金栗 I遺跡は中位段丘の縁辺部に位置 している。標高は103m前後を測る。調査前現況は水田・宅

地である。

註

1.花巻市、石鳥谷町、大迫町、東和町は平成18年 1月 1日 に新制花巻市として合併する予定 (平成17年 3月 31日 現在)。

2周 辺 の 遺 跡

『岩手県埋蔵文化財包蔵地一覧』によると、花巻市内で315ケ 所、北上市内で431ケ 所の遺跡が確認

されている。このうち第 5図 には過去に調査ケよのある遺跡ならびに金栗 I遺跡と関連があると思われ

る古代～近世の遺跡を中心に花巻市38ケ 所、北上市41ケ 所図示した。北上市域では東北自動車道・広

域農道関連、北上南部工業団地・ほ場整備にかかる緊急調査が行われているが、花巻市西南地区では、

分布・試掘調査等は行われているが、本調査が行われた遺跡はあまり多くない。

ここでは金栗 I遺跡と関連のある古代・近世の遺跡を中心に概観する。本地域の縄文時代について

は千葉 (岩埋文2001a)、 金子 (岩埋文2003)が概説しているので、それを参照していただきたい。
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2周 辺 の 遺 跡

(1)過 去 の調 査 につ い て

金栗 I遺跡における過去の調査は平成 5年に詳細分布調査が行われたのみである。その際に土師器・

須恵器が採集されている。今回の調査は遺跡範囲のほぼ中央付近に位置 している。調査前現況は宅地

と水田である。地元の古老の話によると近年まで神山家の宅地があったという。神山家は江戸期に医

者のいなかった笹間村に花巻城下より招聘され、そのまま定着 し、代々医者を生業としていたといわ

れている (註 1)。

(2)周 辺 の 遺 跡

古代・中世

本地区の古代の主な遺跡としては新平遺跡 (8)、 鳩岡崎上の台 (9)、 鳩岡崎三館 (11)、 藤沢遺

跡 (10)等がある。図中に含まれていないが、熊堂古墳群、石持 I・ 似内・上似内・上台・高木中館・

狼沢Ⅱ。庫理・古館Ⅱ・万丁目遺跡等がある。いずれの遺跡も低 。中位段丘上もしくは谷底・氾濫平

野に立地している。似内遺跡では県内最大級の規模 (8,9× 9。3m)を もつ竪穴住居跡が検出され、焼

第 5図 周辺の遺跡分布図

50,000分 の 1 花巻・北上
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

失住居から炭化した胡桃・麦・栗などが多量出土している。また、漁労に使用されたと思われる土錘

が一棟の竪穴住居から346点出上したり、平安期 (9世紀代)の竪穴状遺構から金粒が出土 している。

胡四王山遺跡の南西斜面からは20棟 を超える平安期の竪穴住居跡が検出されている。また、庫理遺跡

からは線刻水鳥の描かれた土器が出土している。

中世城館で調査された遺跡としては笹間館 (3)・ 轟館 (2)がある。図中に含まれていないが北

上市域では二子城・観音館・岩崎城・鹿島・兵庫館 。月館・八幡館、花巻市域では根子館・上似内遺

跡等が調査されている。笹間館は昭和61年 にほ場整備に係る緊急調査が行われている。幅11～ 14m、

深さ最大 4mを測る水堀によって六郭に分けられ、うち中央の二郭 (東館・西館)の調査が行われた。

報告書によると掘立柱建物跡72棟、柱穴列 (塀 ?)10条、門跡5ケ 所、竪穴建物 3基、井戸跡 8基、

カマド状遺構 1基、畜銭遺構 1ケ 所等が検出されている。遺物も国産陶器・中国産陶磁器、渡来銭514

枚等が出土している。時期は15～ 16世紀の城館であるが、15世紀前半代に焼失し、その後再建された

ことが発掘調査において確認されており、報告者はその原因を永享 7年の兵乱ではないかと推測して

いる。笹間館は和賀氏・笹間氏が居住したとされているが、定かではない。轟木館は平成 2・ 9年 に

個人住宅建設に係る緊急調査が行われ、溝・土坑・柱穴・土塁等が検出されている。根子館はほ場整

備や個人住宅建設に係る調査が複数回行われ、溝・土坑や多数の柱穴等が検出されている。根子館は

稗貫氏の分族 (支族)である根子氏が居住 したとされている。上似内遺跡からは中世似内館に伴う堀

跡 3条が検出されている。似内館は稗貫氏の分族 (支族)である似内氏が居住したとされている。本

地域の中世城館については『岩手県中世城館調査報告書』や前述の笹間館・上似内遺跡の調査報告書

にまとめられているのでそれを参照していただきたい。

近 世

今回の調査では数こそ少ないが、近世の遺構・遺物が出土している。本地域における近世遺跡の調

査例は花巻城等があるが、調査事例はあまり多くない (註 2)。

註

1.ち なみに19世紀代に神山了安という医者がいたと言われている。大正四年 (1914)に 刊行された笹間村誌によると、了安

は (19世紀初頭に)南笹間の代々医業を生業とする家に生まれた。沢内村の小田嶋嘉左衛門と共に尻平川より沢内村に至る道

路を開削することを志し、北笹間の猫塚彦四郎に依頼 し、私財を投 じて尻平川から、尻平川の左岸に沿って赤石沢に至 り、川

を渡り姉打沢を越えて上流の弥左衛門沢より北西に向かい七内に至る道路を開削したと言われている。弘化 3年 (1846)に完

成したこの道路は後年医者街道と呼ばれていたという。

2.市役所第二庁舎建設等に係る緊急調査や花巻城環境整備事業の一環としての内容確認調査等で14次にわたる調査が行われ

ている。掘立柱建物跡・礎石柱建物跡、竪穴状遺構、園地、カマ ド状遺構、箱薬研堀、野面積み石垣・枡形・土塁、石敷遺構、

溝跡・粘土敷・土坑・柱穴等が検出され、陶磁器片・瓦片・鉄製品・漆製品・木製品・寛永通宝等が出土している。
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Ⅲ 調査の概要と整理方法

調 査 経 過

野外調査は 9月 15日 から10月 20日 まで行った。 9月 15日 に機材を搬入 し調査員 2名、作業員28名 で

作業を開始。 9月 21日 重機を投入 し表土除去と遺構検出を開始する。 9月 22日 基準点設置。 9月 24日

表土除去が終了する。 9月 27日 検出が終了 し遺構数が確定 したので精査 を開始する。10月 12日 に終了

確認が行われる。10月 15日 午後に現地公開を開催する (参加者120名。花巻市立笹間第一小学校 6年

生30名 の遺跡見学 もあわせて行 う。)。 10月 18日 花巻市立花巻北中学校生30名 が現場見学に訪れる。10

月20日 に機材を搬出して撤収 した。

野外調査の方法

(1)グ リッ ドの設定

調査区のグリッドは調査区域ならびに遺跡範囲全体をカバーできるように世界座標に合わせて、座

標設定及びグリッド設定を行うこととした。

遺跡の北西隅に位置するX=-73000.000、 Y=18500,000を 起点とし、50× 50mの大グリッドを設定

し、さらに大グリッドの一辺を10等分して5× 5mの小グリッドを設定した。大グリッドは西から東

に向かってA、 B、 Cと アルファベットの大文字と、北から南に向かって I、 Ⅱ、Ⅲとローマ数字を

組み合わせて IAの ように表記した。月ヽグリッドは西から東にa～ jと アルファベット小文字と、北

から南に1～ 10と アラビア数字を組み合わせて laの ように表記した。作業を行う際にはグリッドの

北西隅の杭にグリッド名を記入し、 IAlaグ リッドというような表記をした。基準′点は業者に委託

して打設した。調査時にはその基準点を使用して調査区の区割り・グリッド設定を行った。各地区で

使用した基準点の座標値は下の通りである。

(2)粗 掘 と 精 査

<粗掘>平成15年度に行われた試掘結果をもとに、試掘 トレンチの再掘ならびに新規に試掘 トレンチ

を設定し、その上層断面を観察し層序の把握に努めた。その結果、遺物がほとんど見られない I・ Ⅱ

層に関しては重機を使用して除去した。

<精査>基本的には竪穴住居・竪穴状遺構は4分法、土坑等は2分法による埋上の観察を行った。堀・

溝に関しては適時ベルトを設定し埋上の観察を行った。作業の都合上、柱穴状土坑に関しては埋土の

X(世界測地系 ) Y(世界測地系 ) X(日 本測地系) Y(日 本測地系) 標高 (m) グリツ ド名

基 1 -73175,000 18655,000 -73483.2228 18954.9663 103.389 ⅣD6b

基 2 -73225.000 18655.000 -73533.2232 18954.9678 103,782 VD6b

イ市1 -73200.000 18665.000 -73508.2231 18964.9669 103,740 VDld

ネ甫2 -73200.000 18655.000 -73508.2230 18954.9671 103.918 VDlb

つ
０

詩
田 -73225,000 18640.000 -73533.2233 18989.9677 103,890 VC6i
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3 室内整理の方法

堆積状況をパターン化 し、各類の代表のみ断面記録を取つた。

<遺物の取 り上げ>遺構内に関しては遺構名と埋土層位を、遺構外に関してはグリッド名を袋に記入

してから取 り上げた。グリッド設定以前の遣構外出土遺物は調査区内のおおよその位置を袋に記入 し

てから取 り上げた。出土地点を実測 した遺物に関しては取 り上げ番号を記入 した。

(3)遺構名 につ いて

遺構種類の略号はSD:溝跡、SK:土坑、SKI:竪 穴状遺構、SKT:陥 し穴状遺構である。

この遺構略号に2桁の数字を組み合わせて遺構名とした。

<重複遣構の遺構名について>精査の過程で住居等の拡幅・建て替え等で重複が確認された場合には

新しい方からA、 B、 Cと 登録することにした。

<遺構名の変更>精査の過程ならびに室内整理段階で遺構の性格が当初想定していたものと異なった

場合には、掲載時に遺構名を変更している。そのため、遺構名を変更した遺構の旧番号や、登録抹消

した遺構の番号はそのままにして、番号を詰めることをしなかったため結果的に連番にはなっていな

い。

(4)遺 構 の 記 録

遺構の記録は実測図と写真撮影と、図面で表現できない所はデジタルカメラとフイールドカードに

記録している。

<図面>遺構の平面形、遺物出土状況を記録した平面図、ならびに遺構の断面形・埋土の堆積状況を

記録した断面図を作成した。エレベーション図は必要に応じて作成した。作図は簡易遣 り方測量を準

用し、精査途中で随時作図記録している。縮尺は基本的には 1/20を 原則とし、遺構が長大なため遣

り方測量をするには困難な溝に関しては平板測量で 1/50で作図した。

<写真>遺構検出状況、埋土堆積状況、遺物出土状況、完掘状況といつた具合に精査の各段階毎に必

要に応じて撮影を行っている。フイルムは351nm判 のモノクロとリバーサル、モノクロに関しては6×

7 cm版 も使用している。また、状況に応じてデジタルカメラを使用してメモ的写真を撮影している。

遺跡遠景、調査終了全景はセスナ機による空中撮影にて行った。

3 室 内整理 の方法

図面点検 。遺物の洗浄・写真整理は原則として現場で行うこととしたが、期間の後半は調査に追わ

れ、一部は野外調査終了後に行っている。

(1)遺 構 図 面

遺構図面は点検後、第二原図を作成しトレースを行った。

挿図中の縮尺

竪穴状遺構 。掘立柱建物跡は1/60、 土坑と堀・清・柱穴状土坑の断面図は1/40、 堀・溝 。柱穴状土

坑の平面図は1/100を原則とした。任意縮尺に関しては脇にスケールをつけた。

(2)遺   物

遺物は洗浄後、出土遺物の全てを点検し遺構内外と遺物の種別毎に仕分けをった。仕分け後注記・
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Ⅲ 調査の概要と整理方法

接合・復元と作業をすすめ、実測・採拓が必要なものを選んで登録した。登録後は実測・トレース・

写真撮影 。図版作成と作業を進めた。実際の作業は調査員が仕事の計画と指示・点検を、作業員が実

際の仕事を行うといった具合に分担している。

掲載基準

<土器・陶磁器>接合復元したものの中で器形がおおよそ分かるものは全て掲載した。遺構内から出

土した遺物が少ない遺構の土器に関しては口縁部・底部破片を選択 した。点数が多いもしくは類似し

た器形が多いものに関しては、床面・底面出上のものを優先して選択した。

<石製品>点数が少ないこともあり、出土したもの全点を登録し掲載した。

<木製品>S E01井戸跡の井戸枠のみである。登録し写真掲載した。

挿図中の縮尺

土器・陶磁器は原則として1/3、 石製品に関しては1/2を原則とした。任意縮尺に関しては脇にスケー

ルをつけている。

(3)写   真

野外調査中に撮影した写真は、フイルムの種類毎にモノクロはネガアルバムにリバーサルはスライ

ドファイルに撮影順に整理して台帳に記入した。

遺物は当センターの写真技師が35nlm判 フイルムで撮影した。現像終了後、種別毎に整理を行った。

(4)凡   例

本書で使用したスクリーントーンは凡例に示したとおりである。また、土器実測図の上に記した▽

は断面実測の位置を示したものである。

観察表中で使用している法量の推定値は ( )、 残存値は [ ]、 計測値はcmで表示している。竪穴

状遺構の床面積はプラニメーターで下場のラインを3回計測した値の平均値を示している。重量はg

で表示している。

土器 。陶磁器の実測図表現について

<土器>調整を以下の基準で分類し、実測した。なお、分類の際には「細谷地遺跡第 8次発掘調査報

告書」 (岩埋文2004)を参考にした。

ハケメ  :不 定方向で断続的な細かい条線をもつもの。

ヘラナデ :不定方向で断続的な明瞭な条線を持たないもの。弱い 。細かいハケメ。

ヘラケズリ:不定方向で断続的な砂粒の動きが認められるもの。

ヘラミガキ :断続的に光沢のある細い単位の筋。

ヨコナデ :横方向の連続的な粘土の動き。

ロクナナデ :横 ・螺旋方向に連続した粘上の動き。回転ナデ。

実際にはこの分類に当てはまらないものもあるが、それに関しては観察表中に記載することで補う

こととした。調整の実測は内タト面ともに中央から半分にとどめた。

<陶磁器>外形のみ実測・トレースを行い、染付に関しては実測を行っていない。本来であれば実測

すべきであるが、整理期間の制約から実測図と同寸の写真を脇に貝占付することで実測図の代替とした。

この方法で実測図が伝えられる情報の全てが表現できるとは思えないが、一定程度の情報量は示せる

ものと考えている。
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4整 理 経 過

11月 1日 作業員 1人で整理開始。室内整理担当調査員は野外調査のため不在。土器の水洗・注記・

接合・復元を順次進める。12月 より実測開始。12月 28日 整理期間終了。残る仕事は拓本・トレース・

図版作成・写真図版等々量は少ないが多岐にわたる。残 りの整理作業を島原が引き継ぎ、平成17年 1

～3月 に行った。

Ⅳ 基 本 層 序

I層 表土層 (黒色～黒褐色土 )

宅地撤去時の攪乱が激 しい。上師器・須恵器・陶磁器が出土。

Ⅱ層 盛土層 (黒色～黒褐色土 )

庭造成時に盛土された層。調査区南で確認。

Ⅲ眉 旧表土層 (黒色土 )

調査区南の盛上下で部分的に確認。調査区北は開田時の削平で消失。

Ⅳ層 自然堆積層 (黒色土)

調査区北の埋没沢で確認。十和田 a降下火山灰含む。古代の遺物包含層。

V層  自然堆積層 (黒色土)

調査区北の埋没沢で確認。遺構・遺物は認められない。湧水著 しい。

Ⅵ層 基盤層 (浅責色層)

調査区南では灰黄色に近 くなる。削平が著 しい。縄文～近世までの遺構全ての検出面。

⑤④③②①

104200m―

104000m―

103800m――

103600m――

103400m―

103200m一

103000m――

102800m――

102600m――

102400m―

0          1m

丸数字は第 7図 と対応
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第 6図 基本土層柱状図



Ⅳ 基 本 層 序

第 7図 遺構配置図
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V 検出遺構と出土遺物

1概 要

今回の調査では縄文時代の陥し穴状遺構 5基、時期不明の竪穴状遺構 1棟・土坑 4基・溝跡15条 ・

柱穴状土坑212個等を検出した。     ´

調査区中央より北は陥し穴状遺構 と溝、中央は竪穴状遣構・土坑・溝・柱穴状土坑、南は溝が分布

している。溝は調査区全域でみられるが、その大半が中央より南に分布 し時期不明のものが大半を占

めている。調査区北に位置する溝の所属時期は古代の可能性が高い。こで前述 したが、今回の調査区

の調査前現況・地目は中央より南は宅地、北部が水田である。宅地は近世末以降連続 して土地利用さ

れていた。今回の検出遺構は縄文～古代が調査区北、近世以降～時期不明のものが中央から南に分布

している。

調査区北にはⅣ・V層 の広が りが認められた。Ⅳ層中から土師器・須恵器が出土 し、二次堆積の十

和田 a降下火山灰が認められた。 トレンチを入れて遺構の有無を確認 したが、遺構は検出されなかっ

た。状況からみて、このⅣ・V層の広が りは埋没沢であると思われる。調査区外の南東側斜面上位に

古代の遺構がある可能性が想定される (第 21・ 22図 、写真図版 12)。

2 縄 文 時代 の遺 構

(1)陥 し穴状 遺 構

調査区中央～北を中心に溝状 3基、円形状 2基の計 5基検出した。溝状は規模・軸方向がほぼ同じ

である。遺物は出土 していない。所属時期は埋土がV層起源の黒色上であることから、V層堆積以前

の縄文時代の遺構である可能性が高い。

S K T01陥 し穴状遺構

遺 構 (第 8図、写真図版 3)

<位置・検出状況 >調査区北、ⅣD5b・ 5cグ リッドに位置する。検出面は標高103.2m付 近のⅥ

層上面で、V層起源と思われる黒色上の溝状プランを検出した。重複する遺構はない。南約5,7mに

S K T02が位置する。

<平面形・規模 >開口部は長軸3.00m、 短軸26cmの溝状を呈する。深さは40～ 44cmを測る。北 。南壁

は若千外傾 し、東・西壁はオーバーハングしている。底部の規模は長軸3.22m、 短軸10cmを 測る。

<方向>西北西―東南東方向 (W-23° 一N)である。

<埋土>V層起源の黒色上を主体 とした単層の自然堆積を呈する。下位を中心に壁の崩落土と思われ

るⅥ層起源の浅橙色土を少量含んでいる。

<底面>概ね平坦である。底面ピットは検出されなかった。底面付近の標高はおよそ102.8m前 後を

測る。

遺 物

出土 しなかった。

S K T02陥 し穴状遺構

遺 構 (第 8図 )

―-14-―



SKT01 

キ)LЦ

A  L=103400m

A  L=103400m

SKT03

A   L=103900m

A'

V 検出遺構と出土遺物

_ユ_L=103400m止

SKT01
1 10YR1 7/1黒 色 しまりやや有 粘性有 loYR6/6少量

SKT02
1 10YR1 7/1黒 色 しまりやや有 粘性有 10YR6/6少量

SKT03
1 10YR1 7/1黒 色 しまりやや有 粘性有 浅黄色粒少量
(Ⅵ層起源)

BL=103 400m BI

B L=103 900m  Bイ

cal

Ｋ

Ｓ
　　　　　　　Ａ・

A'

第8図  S K T01～03陥 し穴状遺構

<位置・検出状況>調査区北、ⅣD6cグ リッドに位置する。検出面は標高103.2m前後のⅥ層上面

で、 V層起源 と思われる黒色土の溝状プランを検出した。重複する遺構はない。北約5,7mに SKT
01、 南約2,3mに S D07が位置する。

<平面形・規模 >開口部は長軸2.30m、 短軸20cmの溝状を呈する。深さは46～ 52cmを 測る。北・南壁

は直立 し、東・西壁はオーバーハングしている。底部の規模は長軸2.38m、 短軸10cmを 測る。

lm
~~     (1/40)
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2 縄文時代の遺構

<方向>西北西一東南東方向 (W-24° 一N)である。

<埋土>V層起源の黒色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。下位を中心に壁の崩落土 と思われ

るⅥ層起源の浅橙色土を少量含んでいる。

<底面 >概ね平坦である。底面 ピットは検出されなかった。底面付近の標高はおよそ102.7m付近を

測る。

遺 物

出土 しなかった。

S K T03陥 し穴状遺構

遺 構 (第 8図、写真図版 3)

<位置・検出状況 >調査区中央、VDlaグ リッドに位置する。検出面は標高103。7～ 103.8mのⅥ層

上面で、 V層起源 と思われる黒色上の溝状プランを検出した。重複する遺構はない。北約7.2mに S

D04、 南約2.9mに S K T05、 南南西約2.6mに S K T04が位置する。

<平面形・規模 >開 口部は長軸2.96m、 短軸30cmの溝状を呈する。深さは36～ 40cmを 測る。壁は外傾

している。底部の規模は長軸2.80m、 短軸1lcmを 測る。

<方向>東西方向 (W-0° 一N)である。

<埋土>V層起源の黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。下位を中心に壁の崩落土 と思わ

れるⅥ層起源の浅橙色土を少量含んでいる。

<底面>概ね平坦である。底面ピットは検出されなかった。標高は103.2m付近を測る。

遺 物

出土 しなかった。

S K T04陥 し穴】犬遺構 (S K03)

遺 構 (第 9図、写真図版 3)

<位置・検出状況 >調査区中央、ⅣDljグ リッドに位置する。検出面は103.8m付 近のⅥ層上面で、

V層起瀕 と思われる黒色土の円形プランを検出した。北北東約2.6mに S KT03が位置する。

<重複関係 >P102・ 109,1111こ切られている。

<平面形・規模 >開 口部径 100× 88cmの楕円形状を呈する。深さは57cmを 測る。壁はほぼ直立気味に

立ち上がる。底部径82× 68cmを 測る。

<埋土>V層起源の黒色土を主体 とした自然堆積を呈 し、 2層 に分けられる。

<底面>概ね平坦で、中央付近に径26× 23cmの精円形状を呈 し、深さ30cmを 測るピット1基 を検出し

た (ピ ットの底面標高はおよそ102.9m)。 底面標高はおよそ103.2m付 近を測る。

遺 物

出上 しなかった。

S K T05陥 し穴状遺構 (S K09)

遺 構 (第 9図、写真図版 3)

<位置 。検出状況>調査区中央、VDlaグ リッドに位置する。検出面は標高103.6m付近のⅥ層上

面である。重複する遺構はない。北約2.9mに S K T03、 南南東約4.Omに S D12が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径 103× 95cmの 円形を呈する。深さは55cmを測る。壁は外傾 している。底部

径71× 71cmを測る。

<埋土>V層起源の黒色上を主体 とした自然堆積を呈 し、 2層 に分けられる。

-16-
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V 検出遺構と出土遺物

SKT04(SK03)
1 10YR1 7/1黒 色 しまりやや有 粘性有
下位を中心に01～3cmの 礫を少量、25Y7/2微量

2 10YR2/1黒色 しまり・粘性有

SK「05(SK09)
1 10YR1 7/1黒 色 しまりやや有 粘性有
Φl～5cmの礫含

2 10YR2/1黒色 しまりやや有 粘性有

Ar

AIA   L=104000m A  L=104000m

0         1m

― ―

     (1/40)

第9図  S K T04・ 05陥 し穴状遺構

<底面>概ね平坦である。中央付近に径28× 23cmの精円形状を呈 し、深さ28cmを 測るピット1基を検

出した (ピ ットの底面標高はおよそ102.8m付近 )。 標高は103.1～ 103.2mを測る。

遺 物

出土 しなかった。

3 古代・近世以降の遺構

(1)竪 穴 状 遺 構

S K 103竪穴状遺構

遺 構 (第 10図、写真図版 4)

<位置・検出状況>調査区中央、VD3b・ 3c・ 4b・ 4cグリッドに位置する。検出面はおよそ

標高103.6～ 103.7mの Ⅳ層上面で、底面に向かうにつれてⅥ層に移行する。北約0.6mに S K08、 南約

0.3mに S D01、 北西約3.7mに S D13が位置する。

<重複関係>S D05に 切られている。

<平面形・規模>東側が調査区外のため平面形・規模ははつきりしない。北壁は4.59m、 南壁は3.17

m残存し、西壁は3.9m遺存していることから、4.6× 4.Omの 隅丸長方形状を呈するものと思われる。

床面は南側2/5は比高差 7 cm程 の段差をもって床面がテラス状に高まる。北側3/5は中心部が九底風

に窪んでいる (標高は103.2m前 後)。 南側2/5概ね平坦である。南側2/5を 張り出し,テ ラス状のも

のとして捉えた場合は、本体部が長軸4.20m、 短軸2.84mの 隅丸長方形状を呈し、張り出し部は長軸

3.54m、 短軸100cmの長方形状を呈する (標高は103.3m付近)。

<主軸方向 。床面積>西壁を基準とした主軸方向はN-2° 一E、 床面積は10。22ぽを測る。

<埋土>黒色土を主体とした自然堆積を呈し、 6層 に細分される。

<壁 >タト傾して立ち上がる。壁高は北壁48cm、 南壁38cm、 西壁49cmを測る。

遺 物 (第 10図、写真図版13)

検出面 。埋土から土器 (土師器 。須恵器・灯明皿)118gが出上した。このうちとの須恵器小型壷

と2のほうろく?を掲載した。
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3 古代・近世以降の遺構

A  L=103900m

SK103(S102)
1 10YR3/1黒色 しまり有粘↑生少し有 25Y7/2・ 01～ 2cmの礫少量
2 10YR2/2黒褐色 しまり有 粘性少し有 25Y7/2含
01～ 2cmの 礫少量 炭微量

3 10YR2/1黒色 しまりやや有 粘性有 25Y7/2微 量
4 10YR2/1黒色 しまりやや有 粘性有 2.5Y7/2微 量
5 10YR213黒褐色 しまり少し有 粕性有
6 10YR1 7/1黒 色 しまり・粘性有 2.5Y7/2ブ ロック合

沼ぉ0

0                       10cm
(1/3)

第10図  S K 103竪穴状遺構、同出土遺物

(2)井 戸 跡

S E01井戸跡

遺 構 (第 11図、写真図版 4)

<位置・検出状況>調査区南、VD5aグ リンドに位置する。 検出面は標高102.9～ 103.Omの Ⅵ層上

面である。S D01Aの底面精査中に褐灰色上のプランを検出した。

<重複関係>S D01Aに切られている。

<平面形・規模>平面形・規模は隅丸方形状を呈し、開口部1.21× 1,16m、 底部1.04× 0。 95mを測る。

<壁 >壁は外傾している。深さ32～ 42cmを 測る。

-18-
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V 検出遺構と出土遺物

荒 D5b

A'

A  L=103200m

SE01
1 10YR4/1掲灰色砂 しまりやや有 粘性無 10YR5/6粒微量

― ―

     (1/40)

0                50cm
~~     (1/20)

第11図  S E01井 戸跡

<底面>概ね平坦である。各コーナーから中央に向かって内側 5～ 20cm程内側と北壁中央壁際の計 5

箇所に10～ 20cmの杭が刺さっている。杭は井戸枠を構成する板をおさえるためのものと思われる。板

は概ね長さ94～ 96cm、 幅20cm程の大きさのもので、一部に工具痕がみとめられる。井戸枠の範囲は92

×84cmの方形状を呈する。底面標高は102.6m付近を測る。

遺 物 (写真図版13)

土器等の遺物は出土しなかったが、 3～ 5の井戸枠の側板を写真掲載した。

(3)土   坑

調査区中央付近を中心に土坑は4基検出した。平面形は方形 。隅九方形状とさまざまである。人為

的に埋め戻されている傾向がある。中には近世陶磁器を多く出土した土坑もある(S K07・ 08)。 これ

らの土坑は出土遺物が破損した近世陶磁器が多いことと堆積状況から、近世のゴミ穴の可能性が高い。

◎ミ正三ユ=蜘 ?

A  と=104.200m

0                 5cm
(1/2)

SK05
1司 OYR2/2黒掲色 しまり有 油性無 Φ5～ 10cmの礫台 にぶい黄橙色砂少量
2 10YR2/3黒褐色 しまり有 粕性少し有 炭少量 灰白粒微量
3 10YR2/2黒掲色 しまりやや有 粘性やや有 炭微量
4 10YR2/2黒掲色 しまり無 粘性有 下位を中心に01～ 3cmの 礫少量
5 10YR2/1黒色 しまり有 粘性少し有 にぶい黄掲色土少量
625Y6/3に ぶい黄色 しまり有 粘性無 黒掲色土混入Φ5cmの礫少量

0         1m

― ―

     (1/40)

第12図  S K05土坑、同出土遺物

-19-



3 古代・近世以降の遺構

一ω

A  L=103900m

B  L=104000m BI

A AI

1 10YR2/2黒掲色 しまりやや有 粕性少し有 10YR5/6ブ ロック合、
01～ 2cmの礫少量

2 10YR2/2黒掲色 しまり少し有 粘性有 01cmの礫微量、土師器含
3 10YR2/1黒色 しまり有 粘性少し有 01cmの礫合、陶磁器多く含
4 10YR2/2黒褐色 しまり少し有 粘性有 Φ lcmの 礫微量
5 10YR2/1黒色 しまり少し有 粘性有 Φlcmの礫少量
6 10YR2/2黒掲色 しまり少し有 粘性有 Φl～ 10cmの礫少量

0          1m

―
-3 (1/40)

第13図  S K06土坑

S K05土坑

遺 構 (第 12図、写真図版 5)

<位置 。検出状況>調査区中央、VC3iグ リッドに位置する。検出面は標高103.7m付 近のⅥ層上

面である。重複する遺構はない。南約0。 lmに S D05が位置する。

<平面形・規模 >西側が調査区外に廷びているためにはっきりしない。長軸140cm遺存、短軸56cm残

存 していることから一辺が1.4m前 後の方形状を呈するものと思われる。深さは69cmを測る。壁は直

立気味に立ち上がる。底部は長軸116cm遺存、短軸39cm残存 している。

<埋土 >黒褐色上を主体 とした人為堆積を呈 し、 6層 に細分 した。堆積状況を見てみると 1層 は自然

堆積、 2～ 6層が人為堆積である。堆積状況が墓壊の堆積に類似 し、 1層中から煙管の吸口が出土 し

ていることから、墓墳の可能性 もあると思われる。なお、人骨・毛髪等は確認されなかった。

<底面>概ね平坦である。底面標高は103.Om付近を測る。

遺 物 (第 12図、写真図版 13)

埋土から陶磁器 lg、 煙管 1点 (10,19g)が出土した。このうち6の煙管吸口を掲載した。形状か

ら見て所属時期は18世紀末～19世紀前半代であると思われる。

S K06土坑 (S K 101)

遺 構 (第 13図、写真図版 5)

<位置・検出状況 >調査区中央、VDlcグ リッドに位置する。検出面は標高103.7m付 近のⅥ層上

面である。重複する遺構はない。北約4.3mに S K07、 南南西約2.4mに S D14が位置する。

<平面形・規模 >開 田部は東西方向約1,99m、 南北方向1.95mの 方形状を呈する。深さ58cmを 測る。

壁は上位は直立、下位は外傾 している。底部は東西方向1.95m、 南北方向1.90mを測る。

<埋土 >黒褐色土を主体とした人為堆積を呈 し、 6層 に細分される。上位 (2層 )か らは土師器が、

下位 (6層 )か らは近世陶磁器が多 く出土 した。

<底面>九底状を呈する。中央付近に径92× 70cmの楕円形状を呈 し、深さ 7 cmを 測るピット1基が検

EIll
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V 検出遺構と出土遺物

詈 雇ヲ
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0   上器・陶磁器   10cm
~~       (1/3)
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第14図  S K06土 坑出土遺物 (1)
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3 古代・近世以降の遺構
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V 検出遺構と出土遺物
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第16図  S K06土坑出土遺物(3)

出された (ピ ットの底面標高は103.2m前後)。 標高は103.3m前後を測る。

遺 物 (第 14～ 16図、写真図版 13・ 14)

埋土から土師器1,H4g、 須恵器片79g、 陶磁器1,634g、 石製品3,181g、 土製品50g出土 した。傾

向としては土師器・須恵器は 1。 2層 から、陶磁器は 5。 6層 から出上 した。

このうち7の上師器杯Al、 8の上師器奏 IA、 9の火鉢、10～ 17の陶磁器碗、18の陶磁器小碗、

21～ 25。 27の 陶磁器皿、26の 陶磁器壼、28の 陶磁器猪口、29の 陶磁器蓋、30の 陶磁器鉢、31の磨石、

32の硯、33の上製人形、19。 34・ 35の面摸 (泥面子)を掲載した。10。 11の陶磁器碗は瀬戸産、21・

22・ 24・ 27の 陶磁器皿と26の 陶磁器壷、28の 陶磁器猪口は肥前産であると思われる。

ネ
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0                       10Cm
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3 古代 。近世以降の遺構

S K07二上坑 (S K 102)

遺 構 (第 17図、写真図版 5)

<位置 。検出状況>調査区中央、

Ⅳ D10cグ リッドに位置する。検

出面は標高103.7m前後のⅥ層上

面である。重複する遺構はない。

北約 0。 lmに S D04、 南約4.3mに

S K06が位置する。

<平面形・規模 >開 口部は長軸

2.30m、 短軸1.94mの 隅九方形状

を呈する。深さ 9 cmを 測る。断面

形は皿状 を呈する。底部は長軸

2.00m、 短軸1.55mを測る。

<埋土>黒色土を主体 とした単層

の人為堆積を呈する。Ⅵ層起源の

灰白ブロックを含む。また近世陶

磁器が多 く出土 した。

<底面>浅い九底状を呈する。底

面標高は103.2～ 103.3mを測る。

遺 物 (第 18図、写真図版14)

埋土から土師器26g、 陶磁器599g出土した。このうち36の土師器甕、37～ 42・ 44の 陶磁器碗、43・

45～ 47の 陶磁器皿、48の 急須を掲載した。なお、38。 40。 43・ 44の 陶磁器は瀬戸産、39・ 46の 陶磁器

は肥前産であると思われる。

S K08E上坑

遺 構 (第 19図、写真図版 5)

<位置・検出状況 >調査区中央、VD3c・ 3dグ リッドに位置する。検出面は標高103.7m前 後の

Ⅵ層上面である。重複する遺構はない。北北東約2.8mに S D14、 東約5,4mに S D13、 南約0.6mに S

K103が位置する。

<平面形・規模 >開 口部は長軸1,71m、 短軸1.20mの 隅九長方形状を呈する。深さは37cmを 測る。壁

は外傾 している。底部は長軸1.18m、 短軸0.69mを 測る。

<埋土 >にぶい黄褐色土 (3・ 5層 )と 黒色 (1層 )・ 黒褐色土 (4層 )が互層に入る人為堆積を呈

し、 5層 に細分される。

<底面>概ね平坦である。底部中央付近を中心に水酸化鉄が長方形状に長軸103cm、 短軸59cmの範囲

に広がっている。標高は103.35mを測る。

遺 物 (第 19図、写真図版 14)

埋土から土師器213g、 陶磁器387g、 石製品930g出上した。このうち49の 火鉢、50・ 51の瀬戸産

陶磁器碗、52・ 53の小皿、54の瓶、55の灯明皿、56の磨石を掲載した。

A

A L=103800m                         止

SK07(SK102)
1 10YR2/1黒色 しまりやや有り粘性有
25Y7/1'25Y7/3ブ ロック含、炭・焼土微量

0          1m

― ―

     (1/40)

第17図  S K07土坑
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SK08
1 10YR2/2黒掲色 しまり。粘性有
10YR6/6ブロック少量 0 10cmの 礫少量 03～ 5cmの礫極少量

2 10YR4/4掲色 しまり有 粘性無10YR2/2混入 焼土少量 炭微量
3 10YR5/3に ぶい黄掲色 しまりやや有 粘性少し有03～ 5cmの礫微量
4 10YR2/1黒色 しまりやや有 粘性有
10YR5/6ブロック含 Φ3～ 5cmの 礫微量

A'  5 10YR5/3に
ぶい黄掲色 しまりやや有 粘性少し有Φ3～ 5cmの礫微量

lm

3 古代・近世以降の遺構
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第19図  S K08土坑、同出土遺物
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V 検出遺構 と出土遺物

第20図 溝跡図面 (第21・ 23・ 24図 )害」付図

(4)溝   跡

溝跡は調査区各地から15条検出した。調査区の制約から全長は不明だが、幅30～ 50cmで、埋土が黒

色～黒褐色土系のものが多い傾向がある。深さは削平が著 しく傾向は見いだせなかった。軸方向のほ

とんどが調査区に対 して直交もしくは平行 してお り、前者が10条、後者が 3条を占める。遺物が出土

していないため時期不明であるが、 S D06は 状況からみて古代の可能性がある。

S D01A溝跡

遺 構 (第 24・ 25図 、写真図版 6,7)
<位置 。検出状況>調査区南、VC4i。 4j、 VD4a・ 5a・ 4b・ 5bグ リッドに位置する。

検出面は標高103.6～ 103.7mの Ⅲ層上面で、底面に向かうにつれてⅥ層に移行 してお り、壁面中位 よ

り下はⅥ層面を掘 りこんでいる。北約0,4mに S D05、 北約0.lmに S K 103、 南約7.3mに S D10、 南

西約10.5mに S D09が位置する。

<重複関係 >S E01を 切つている。位置的にS D01Bと 重複関係にあったと思われるが、重複部分が

攪乱によって消失 しているため、新旧関係は不明。一連の溝の可能性 もあるため、便宜的にS D01の

A・ Bと 連香扱いにした。

<規模・形状>東西ともに調査区外に延びているために全容は不明。確認された部分では総長16.7m、

幅0.55～ 4.76mを 測る。横断面形は半円状を呈 し、深さは11～ 47硼 を測る。

<方向>方向は西北西一東南東方向 (E-10° ―S)である。
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3 古代 。近世以降の遺構

<埋土 >2層 に細分 した。 1層 は黒褐色土主体の自然堆積、 2層 は褐灰色砂の水成堆積層である。

<底面>概ね平坦である。標高は103.14～ 103.60m、 高低差46cmを 測り、東に向かうにつれて低くなっ

ていく。

<杭列 ?>南壁際に径10～ 15cm、 深さ10～ 24cmほ どの杭列が認められる。調査時の不手際で図化しそ

こねたが、もう一つの抗列がP2か ら、前述の杭列に直交するようにあった (写真図版 7)。

遺 物 (第 26図 、写真図版14)

埋土から土師器26g、 陶磁器120g、 土製品8g、 ガラス片13g出 土した。このうち57の 陶磁器碗

(大堀相馬 ?)、 58の 陶磁器皿、59の橋鉢、60の面摸 (泥面子)を掲載した。

S D01 B溝跡

遺 構 (第 24・ 25図 、写真図版 6)

<位置・検出状況 >調査区南、VC4i,4j、 VD4a・ 5a・ 4b。 5bグ リッドに位置する。

検出面は標高約103.7m付 近のⅢ層上面で、底面に向かうにつれてⅥ層に移行 してお り、壁面中位 よ

り下はⅥ層面を掘 りこんでいる。北約0.4mに S D05、 北約0.lmに S K 103、 南約7.3mに S D10、 南

西約10.5mに S D09が位置する。

<重複関係 >位置的にS D01Aと 重複関係にあったと思われるが、重複部分が攪乱によって消失 して

いるため、新旧関係は不明。一連の溝である可能性 もあるので、便宜的にS D01の A・ Bと 連番扱い

にした。

<規模・形状 >西側は調査区外に延び、東側は攪乱に切られている全容は不明。確認された部分では

総長3.25m、 幅1.6～ 1,7mを測る。横断面形は逆台形状を呈 し、深さは 8～ 15cmを 測る。

<方向>方向は西北西―東南東方向 (E-12° 一S)である。

<埋土 >黒色土主体の自然堆積を呈 し、 3層 に細分される。

<底面>概ね平坦である。標高は103.54～ 103.62m、 高低差 8 cmを測 り、東に向かうにつれて低 くなっ

てい く。

遺 物

埋土から土師器力M8g、 陶磁器1l g出 土 した。

S D02清跡

遺 構 (第 21・ 22図 、写真図版 7)

<位置・検出状況 >調査区北、ⅣD9a～ 9dグ リッドに位置する。検出面は標高約103.5m付 近の

Ⅵ層上面である。重複する遺構はないが、中央付近を攪乱に切 られている。北約1.4mに S D08、 南

約0,4mに S D03が位置する。

<規模・形状 >東西 ともに調査区外に延びているために全容は不明。確認された部分では総長17.90

m、 幅1.03～ 1,34mを 測る。横断面形は逆二等辺三角形状を呈 し、深さは 8～ 19cmを 測る。

<方向>方向は西北西―東南東方向 (E-16° ―S)である。

<埋土 >黒色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面 >凸凹に富む。標高は103.31～ 103.39m、 高低差は 8 cmを 測 り、西に向かうにつれて低 くなっ

ていく。

遺 物

埋土から土師器が19g出土 した。
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V 検出遺構と出土遺物 3 古代・近世以降の遺構

0                          5m
l川 00

第21図  S D02～ 04・ 06～08溝跡、埋没沢 (1)
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A L=104100m

L=103700m SD03

V 検 出遺構 と出土遺物

SD06

D  L=103 600m  Di

SD06
E   L=103 700m  E'

SD06
F L=103 700m  P

SD06
G  L=103 700m  G'

SD02
1 10YR2/1黒色 しまり少し有 粘性有 25Y6/4含 (V層起源)

SD03
2 10YR1 7/1黒 色 しまり少し有 粘性有 01～ 2cmの礫含

SD04
3 10YR1 7/1黒 色 しまり有 粘性有 25Y6/3少量(Ⅵ層起源)

SD06
1 10YR1 7/1黒 色 しまり。粘性有 10YR3/1がラミナ状に入る、
10YR5/6ブロック少量

SD07
1 10YR4/1褐灰色 しまり有 粘性やや有 10YR6/4ブロック混入(Ⅵ層起源)、

水酸化鉄含
2 10YR3/1黒褐色 しまりやや有 粘性有 10YR2/1含、水酸化鉄少量

SD08
1 10YR2/2黒掲色 しまり有 粘性少し有 2 5YR6/4粒含(Ⅵ層起源)

SD04    -旦上B

C.

2

L=104300m

SD04

C
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Ⅲ

ノーーーーーオーーノか~＼/~＼_プ石

「

く貢蕨
オイ
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一 十 ~~~~ヽ

第22図  S D02～ 04・ 06～08溝跡、埋没沢 (2)
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3 古代。近世以降の遺構

S D03清跡

遺 構 (第 21・ 22図 、写真図版 7)

<位置・検出状況 >調査区北、ⅣD9c・ 9d・ 10dグ リッドに位置する。検出面は標高約103.6m

付近のⅥ層上面である。重複する遺構はないが、西端を攪乱に切 られている。北約0.4mに S D02、

南約0。2mに S D04が位置する。

<規模・形状 >西側は攪乱に切られ、東側は調査区外に延びているために全容は不明。確認された部

分では総長7.43m、 幅0.27～ 0.35mを 測る。横断面形は逆台形状を呈 し、深さは 3～ 9 cmを 測る。

<方向>方向は西北西一東南東方向 (E-14° 一S)である。

<埋土 >黒色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面 >凸凹に富む。標高は103.47～ 103.56m、 高低差は 9 cmを 測 り、東に向かうにつれて低 くなっ

ていく。

遺 物 (第 26図 、写真図版14)

埋土から土師器が150g、 陶磁器が1l g出 土 した。このうち61の須恵器大甕片を掲載 した。

S D04溝跡

遺 構 (第 21。 22図 、写真図版 7)

<位置・検出状況>調査区北、ⅣD9a・ 9b。 10c。 10dグ リッドに位置する。検出面は標高約

103.5m付 近のⅥ層上面である。重複する遺構はないが、中央付近を攪乱に切 られている。北約0。2m

に S D03、 南約0,lmに S K07、 南約7.2mに S K T03が位置する。

<規模・形状 >東西 ともに調査区外に延びているために全容は不明。確認された部分では総長17.80

m、 幅0.43～ 0.55mを 測る。横断面形は逆台形状を呈 し、深さは 9～ 10cmを 測る。

<方向>方向は西北西―東南東方向 (E-17° ―S)である。

<埋土 >黒色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面 >若干凸凹である。標高は103.45～ 103.47m、 高低差は僅かに 2 cmを 測るのみである。

遺 物

埋土から土師器が13g出土 した。

S D05清跡

遺 構 (第 24・ 25図 、写真図版 8)

<位置・検出状況>調査区北、VC3i・ 3j、 VD4a・ 4bグ リッドに位置する。検出面は標高

103.7～ 103.8mの Ⅵ層上面である。北約0.lmに S K05、 北約4.7mに S D13、 南約0.4mに S D01が位

置する。

<重複関係 >S K 103を 切つている。

<規模・形状>東西ともに調査区外に延びているために全容は不明。確認された部分では総長16.63

m、 幅0.3～ 0.36mを 測る。横断面形は半円状を呈 し、深さは 5～ 1lcmを 測る。

<方向>方向は西北西―東南東方向 (E-13° 一S)である。

<埋土 >黒色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。標高は103.59～ 103.75m、 高低差は16cmを 測 り、東に向かうにつれて低 く

なっていく。

―-32-―



V 検出遺構と出土遺物

遺 物

出上 しなかった。

S D06清跡

遺 構 (第 21・ 22図、写真図版 9)

<位置・検出状況>調査区北、ⅣD6b。 7c・ 8d・ 8eグ リッドに位置する。検出面は標高103.1

～103.2mの Ⅵ層上面である。重複する遺構はない。北約2.3mに S K T02、 南約0.4mに S D07が位置

する。

<規模・形状 >東西 ともに調査区外に延びているために全容は不明。確認された部分では総長21.75

m、 幅0.3～ 0.36mを 測る。横断面形はU字溝状を呈 し、深さは 5～ 10cmを 測る。

<方向>方向は北西一南東方向 (E-38° 一S)である。

<埋土 >黒色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面 >概ね平坦である。標高は103.05～ 103.10m、 高低差は 5 cmを 測 り、東に向かうにつれて低 く

なってい く。

遺 物

埋土から土師器が 5g、 陶磁器が lg出土 した。

S D07溝跡

遺 構 (第 21。 22図 )

<位置・検出状況 >調査区北、ⅣD8dグ リッドに位置する。開田時の削平で検出面の標高は約103.1

m付近 と同じであるが層位は異なってお り、東半部はⅣ層上面、西半部はⅥ層上面である。Ⅳ層起源

と思われる黒褐色上の溝状プランとして検出した。重複する遺構はない。北約2.3mに S K T02、 南

約0.4mに S D08が位置する。

<規模・形状>東側が調査区外に延びているために全容は不明。確認された部分では総長4.3m、 幅0.8

～1.54mを 測る。横断面形は皿状を呈 し、深さは 2～ 5 cmを測る。

<方向>方向は西北西―南南東方向 (E-18° 一S)である。

<埋土>l層 は褐灰色土主体の人為堆積、 2層 は黒褐色土を主体 とした自然堆積を呈 し、 2層 に細分

される。 1層 は II層 の可能性 もある。

<底面>概ね平坦である。標高は103.10mを 測 り、高低差はほとんどない。

遺 物

埋土から土師器が 3g出上 した。

S D08溝跡

遺 構 (第 21,22図、写真図版 8)

<位置・検出状況 >調査区北、ⅣD9c・ 9dグ リッドに位置する。検出面は標高103.2m前後のⅥ

層上面である。重複する遺構はない。北約0,4mに S D07、 南約1.4mに S D02が位置する。

<規模・形状 >東側が調査区外に延びているために全容は不明。確認された部分では総長 10.80m、

幅0.42～ 0,71mを 測る。横断面形は逆台形状を呈 し、深さは 4 cmを 測る。

<方向>方向は西北西―東南東方向 (E-15° 一S)である。

<埋土>黒色上を主体 とした単層の自然堆積を呈する。
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3 古代・近世以降の遺構

<底面>凹凸に富む。標高は103.14～ 103.18m、 高低差は 4 cmを測 り、東方向に向かうにつれて低 く

なっていく。

遺 物

出上しなかった。

S D09清跡

遺 構 (第 24・ 25図、写真図版10)

<位置・検出状況>調査区南、VC6h・ 6iグ リッドに位置する。検出面は標高約103.7m付 近の

Ⅲ層上面である。重複する遺構はない。東約 7mに S D10、 北東約10.5mに S D01が位置する。

<規模・形状>総長4.16m、 幅0.22～ 0.24mを測る。横断面形は半円状を呈し、深さは1～ 9 cmを測る。

<方向>北北西一南南東方向 (N-23° 一W)である。

<埋土>黒色土主体の単層の自然堆積を呈する。

<底面>若千凹凸である。標高は103.63～ 103.74m、 高低差は1lcmを 測り、南方向に向かうにつれて

低くなっていく。

遺 物

出土しなかった。

S D10清跡

遺 構 (第 24・ 25図、写真図版10)

<位置・検出状況>調査区南、VC7j・ VD7aグ リッドに位置する。検出面は標高103.68m前後

のⅢ層上面である。重複する遺構はないが、西側を攪乱に切られている。北約7.3mに S D01、 南東

約5.6mに S Dll、 西約 7mに S D09が位置する。

<規模・形状>西側が攪乱で、東側は調査区外に延びているために全容は不明。確認された部分では

総長6.54m、 幅0.47～ 0.54mを 測る。横断面形は半円状を呈し、深さは3～ 6 cmを 測る。

<方向>方向は東西方向 (E-3° 一N)である。

<埋土>黒褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>若干凹凸である。標高は103.61～ 103.65m、 高低差は 4 cmを 測り、東方向に向かうにつれて

低 くなっていく。

遺 物

埋土から陶磁器が lg出上した。

S Dll溝跡

遺 構 (第 24・ 25図、写真図版10)

<位置・検出状況>調査区南、VD8bグ リッドに位置する。検出面は標高103.5～ 103.6mの Ⅲ層上

面である。重複する遺構はない。北西約5,6mに S D10が位置する。

<規模・形状>南北ともに調査区外に延びているために全容は不明。確認された部分では総長1.16m、

幅0。 23～ 0.39mを 測る。横断面形は逆台形状を呈し、深さは 5～ 14cmを 測る。

<方向>方向は北北東―南南西方向 (N-21° 一E)である。

<埋土>黒色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>若干凹凸である。標高は103.53mで ある。高低差はほとんどない。
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V 検出遺構と出土遺物 3 古代 ■近世以降の遺構

B・ 05,09～ 11溝跡 (1)、 注穴状土坑 (2)
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V 検出遺構と出土遺物
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3 古代・近世以降の遺構

造 物

出土 しなかった。

S D12溝跡

遺 構 (第 23図 、写真図版10)

<位置・検出状況 >調査区中央、VD2a。 3aグ リッドに位置する。検出面は標高103.7m付 近の

Ⅵ層上面である。北北西約4.Omに S K T05、 南約0.2mに S D13が位置する。

<重複関係 >P175・ 1761こ切 られている。

<規模・形状>総長2.59m、 幅22～ 35cmを 測る。横断面形は逆台形状を呈 し、深さは 3～ 12cmを 測る。

<方向>方向は北北東一南南西方向 (N-10° 一E)である。

<埋土>黒褐色土主体の単層の自然体積を呈する。

<底面>概ね平坦である。標高は103.66～ 103.68m、 高低差は 2 clnを測 り、南に向かうにつれて低 く

なっていく。

遺 物

埋土から土師器が16g出土 した

S D13溝跡

遺 構 (第 23図 、写真図版11)

<位置・検出状況>調査区中央、VD2a。 3aグ リッドに位置する。検出面は標高103.7m付 近の

Ⅵ層上面である。重複する遺構はない。北約0.2mに S D12、 東約5。4mに S K08、 南東約3.7mに SK

103、 南約4.7mに S D05が位置サ
~る

。

<規模・形状>総長1.57m、 幅27～ 33cmを 測る。横断面形は半円状を呈 し、深さは 1～ 4 cmを 測る。

<方向>方向は東南東方向 (E-17° 一S)である。

<埋土>黒褐色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。標高は103.69～ 103.75m、 高低差は 6 cmを 測 り、西に向かうにつれて低 く

なっていく。

遺 物

埋土から須恵器が 8g出土 した

S D14清跡

遺 構 (第 23図 、写真図版H)

<位置・検出状況 >調査区中央、VD2c・ 3cグ リッドに位置する。検出面は標高103.7m付 近の

Ⅵ層上面である。重複する遺構はない。北北東約2.4mに S K06、 南南西約2.8mに S K08が位置する。

<規模・形状 >総長2.7m、 幅13～23cmを 測る。横断面形は半円状を呈 し、深さは 2～ 5 cmを 測る。

<方向>方向は北北東―南南西方向 (N-10° 一E)である。

<埋土 >黒褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。標高は103.66～ 103,71m、 高低差は 5 cmを 測 り、南に向かうにつれて深 く

なってい く。

遺 物

出上 しなかった。
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第26図  S D01'03溝跡・柱穴状土坑出土遺物
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3 古代 。近世以降の遺構

(5)柱 穴状 土坑

遺 構 (第 23・ 24図 、第 1表 )

調査区で検出された柱穴は212個 を数え、調査区中央を中心に検出された。調査区南部では若干検

出したが、北部では検出されていない。平面形は円形・楕円形・方形・隅丸方形・隅九長方形などが

あり、規模は13～ 80cm、 深さは 4～ 80cmを 測る。掘 り方をもった柱穴や、掘立柱建物跡を構成する柱

穴は確認されていない。埋土は黒色土～黒褐色土主体の自然堆積を呈 している。

これらの柱穴からは確実に遺構に伴うと思われる遺物は出土 しなかった。そのため、所属時期は不

明であるが、埋土の特徴が時期不明の溝跡と類似 していることや、重複関係の中で一番新 しい遺構で

あることから、近世末以降の屋敷跡に伴う柱穴の可能性が高い。

遺 物 (第 26図 、写真図版14)

P34埋土から土師器 1l g、 P41埋土から土師器 5g、 P58埋土から土師器 3g、 P91埋土から土師

器 2g、 P98埋土から土師器 4g・ 土製品 lg、 P103埋土から土師器 3g、 P H2埋土から4g、 P

158埋」二から■師器44g、  P159埋」三から三と日市器 6 g、  P160埋」) らヽこと師器10g、  P165埋土から土日市

器 lg、 P185埋土から土師器13g、 P210埋 土から石製品1,567g出 土 した。このうちP98か ら出土

した62の面摸 (泥面子)と P210か ら出上 した63の磨石を掲載 した。62は 18世紀後半～19世紀前半代で

あると思われる。

遺構外出土遺物 (第 27～ 29図 、写真図版 15)

試掘・粗掘・検出時に調査区各地から縄文土器 2点、土師器3,740g、 須恵器382g、 陶磁器1,058g、

ガラス23gが出土 した。

土師器・須恵器は調査区北から、陶磁器・ガラスは調査区中央～南から出土 している傾向が認めら

れる。

<縄文土器>64・ 65は深鉢の体部破片である。木目状撚糸文が施文されている。大木 6～ 7a式か ?。

<土師器杯 >器形の分かるものを見るとA2類 (69)、 Bl類 (66)、 B2類 (67・ 68・ 70,71)が認

められ、B2類が多い。71～ 77は底部破片である。底面再調整が施されたものも含まれているが、回

転糸切 り無調整が主体を占めている。

<土師器高台杯 >直線的なもの (78)と 、ハの字状に開くもの (80)が認められる。

<土師器甕>器形の分かるものを見るとIA類 (81)、 IB類 (84・ 87)、 IC類 (94)、 ID類 (82・

85)、 IE類 (83)、 Ⅱ類 (86。 88～ 93・ 95)が認められ、ロクロ・非ロクロ成形が混在 しているが、

非ロクロ成形のⅡ類が多い。

<須恵器>甕 (96)。 大甕 (97～ 101・ 102)・ 壼 (101)が ある。大甕のタタキメは木目に対 して直交す

る溝を入れたものでたたいている。

<陶器>:ほ うろく (103)、 甑 (104)、 括鉢 (105)がある。103は 18世紀前半代のものに比較的類似

している。

<陶磁器>碗 (106～ 109)、 皿 (110～ 111)、 蓋 (112)がある。106・ 107の 陶磁器碗 と111の 陶磁器皿

は瀬戸産であると思われる。

<土製品>H3の面摸 (泥面子)を 掲載 した。所属時期は18世紀後半～19世紀前半代であると思われる。
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第 1表 柱穴状土坑観察表

V 検出遺構 と出土遺物

グリッド

名
径 (cm)

深 さ

(cm)

検出面

標高(m)

底面

標高(m)
備 考

グリッド

名
径 (cm)

深 さ

(cm)

検出面

標高(m)

底面

標高(m)
備 考

l VDlc 25× 25 227 十日P79 VDlc 27× 26 10371 10341 1日 P80

2 VDlc 26× 25 10347 十日P76 VD2c 31× 27 10373 10317

3 VDlc × 10352 十日P78 VDlc 22× 18 10373 10349 1日 P189

4 ⅣD10c 31× 23 358 0363 10328 十日P50
VD2c 23× 22 265 10373 10347

1日 P206

土師器出土5 Ⅳ D10c 28× 24 十日P54

6 Ⅳ D Oc 10357 VD2c 35× 33 0373 1日 P

7 Ⅳ D Oc 20× 18 10353 VDlc 35× 33 0371 1日 P

8 Ⅳ D Oc 31× 29 10330 VD2b 24× 22 0371 0335 1日 P

9 VD 20 × 19 1035ユ I日 P198 VD2b 24× 21 222 0373 10351 1日 P

VD 24× 22 1035ユ 1日 P197 VD2b 35× 27 0373 1日 P

ll Ⅳ D Oc × 10354 1日 P99 VD2b × 0374 0361 1日 P

12 Ⅳ D Oc 26 × 24 0372 10335 VD2b 21× 19 0373 0359 1日 P

13 Ⅳ D Oc 19× 19 10344 十日P200 VD2b 31× 27 0373 0358

14 Ⅳ D 24× 20 10367 I日 P199 VD2b 0376 0351 十日P142

Ⅳ D 28 × 24 10372 10343 VD2b 25× 22 273 0377 0350 1日 P14ユ

16 Ⅳ D 22× 21 208 0373 10352 1日 P72 VDlb 20× 18 0371 0357

17 VD b 35× 19 0373 1日 P193 VDlb 22× 21 232 0369

VD b × 17 0372 10352 VD2a × 0370 10349

Ⅳ D 26× 22 0374 10347 十日 VDla 25× 25 0369 10349

VD 24× 22 10374 10361 VDla 25× 22 0366 10348

Ⅳ D 30× 22 10367 10348 VD2a 29 × 28 0379 10342

Ⅳ D 45× 27 215 0372 10351 VDla 28× 26 0367 10338

Ⅳ D 36× 34 299 0375 10345 1日 P67 VD2a 26× 26 0370 10319

VD 35× 33 0374 10351 1日 P68 VD 22× 19 10369 0346

VD b 30× 24 0375 10357 VD 10370 0356

Ⅳ D 28 × 24 10358 VD 34× 33 0347

VD 28× 25 0371 10338 VD 30× 26 10369 0330

Ⅳ D 25× 25 0371 10348 十日P192 VD 23× 20 10365 0324

Ⅳ D Oa 66× 48 51 0372 10357 十日P36 VD 29× 24 0350 1日 P126

Ⅳ D 52× 45 10351 1日 P20 VD2a 0368 0348

Ⅳ D Oa 32× 26 0372 10354 十日P58 VDla 0362 0352

Ⅳ D 20× 20 0370 10354 十日P8 VD2a 22× 21 0361 0331 十日P128

Ⅳ D 28× 27 0372 10345 I日 P10 VD 24× 23 10366 0340 I日 P127

Ⅳ D10a 30× 28 10373 10345
1日 P9
土師器出土

VD 29× 23 10363 0339

VD 19× 18 10362 0352 1日 P129

Ⅳ D 40× 31 0370 10348 1日 P21 VD 13× 11 10362 10351 1日 P132

Ⅳ D 27× 24 0372 1日 P ll VDla 24 × 24 10361

Ⅳ D 25× 20 0374 10361 十日P12
VDla 18× 16 10361

十日P208

土師器出土VD 30× 25 0373 10346 十日P60

Ⅳ D 24× 22 0374 10364 VDla 21× 20 0370 10348

Ⅳ D 20 × 18 0372 10356 十日P22 VDla 22× 22 0376 10362

Ⅳ D10a 30× 21 10375 10347
1日 P13

土師器出土

VDlっ 21× 20 0377 十日P59

VDla 35× 25 0374 十日P33

Ⅳ D 43× 33 227 0372 0350 十日P191 VDla 36× 33 0376 10339 1日 P32

Ⅳ D 60 × 58 176 0372 0354 1日 P7 VDla 31× 26 246 0377 10353 1日 P196

Ⅳ D 31× 28 0371 0345 1日 P14
VDla 60× 59 10376 10355

十日P82

面摸出土Ⅳ D 24× 24 0358 十日P4

Ⅳ D 30× 21 0369 0348 十日P5 VD 27× 26 10388 十日P194

Ⅳ C 0 37× 29 0371 0351 1日 P6 VD 27× 24 117 10377 10366

Ⅳ C 0 26× 20 0346 十日P15 VD 36× 25 10378 10357 l日 P34

Ⅳ C 0 25× 23 10375 0349 十日P16 VC 55×「25 295 10379 10349 I日 P57

Ⅳ C × 10379 0352
VCl, 45× 36 10378 10347

1日 P29

土師器出土51 VD2c 30× 29 10374 0336 旧 P164

VD2c 33× 29 10374 l日 P165 VCl 61× 50 10378 10336 1日 P31

VDlc 27× 21 10373 VCl 34× 31 10340 l日 P39

VDlc 34 × 30 10373 0331 十日P190 VCl 25× 23 127 10378 10365
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3 古代・近世以降の遺構

グリッド

名
径 (cm) 漆

ｍ
検出面

標高(m)

底面

標高(m)
備 考 No

グリッド

名
径 (cm)

深さ

(cm)

検出面

標高(m)

底面

標高(m)
備 考

VC 24 × 24 371 10380 10343
VD3b 30 × 25 10340

1日 P146

土師器出土VC 40 × 26 209 10380 10359

VC 33 ×[25 10381 1日 P195 VDlb 23× 23 10377 0351

VC ] 48 × 30 305 10381 VD3b 25× 20 10377 036ユ 1日 P65

VC 30 ×「24 10381 10355 VD3a 20× 16 I日 P92

VCli 26× 19 198 10381 10361
十日P209

土師器出土

VD3a 25 × 20 10378 I日 P64

VD3a 20× 20 10381 0357 土師器出土

VC × 425 10380 1日 P40 VDlb 21× 20 251 10377 1日 P143

4 VC 33× 25 10381 0354 VDlb 16× 16 0356 1日 P144

VC 23× 23 10383 0368 十日P99 VD2a 34× 27 129 1037ユ 十日P88

6 VC 24 × 18 119 10381 0370 十日P26 VD2a 29 × 28 137 1037ユ 0358 十日P87

7 VC 27× 26 10382 0370 1日 P27 VD2a 27× 21 178 10370 十日P90

VC 41× 33 10380 0338 十日P28 VD2a × 1037ユ 十日P91

VC 27× 26 256 10382 0356 十日P35 VD2a 10376 1日 P92

VC 22× 20 0353 I日 P44 VD3a 62× 57 10378 0358

VC 20× 20 0369 十日P48 VD3a 20 × 19 252 10377 0351 1日 P62

VC 26× 17 70 10382 0375 1日 P43 VD3a 25× 17 0368 0339

VC 23× 16 111 10383 0372 十日P42 VD3a 19× 18 0366

VC 22× 22 0371 十日P47 VD2a 23 × 20 037] 0359 十日P84

VC ] 27× 22 0384 0340 十日P46 VD2a × 0370 0351 I日 P85

VC 28× 27 0384 10368 十日P98 VD2a 23× 22 0370 0353 I日 P89

VD2c × 0360 10336 十日P167 VD2a 26× 21 288 0372 0343 I日 P125

VD2c 26× 26 0373 10345 I日 P169 VD2a 31× 28 0378 0323 十日P95

VD2c 24× 21 0371 10349 1日 P170 VD2a 29× 21 225 0378 0356

VD3c 24× 20 0372 10352 1日 P171 VD2a 21× 20 0378 0355 1日 P94

VD3c 35× [17 0371 10352 十日P172 VD2a 26× 26 0374 0356 旧 P134

VD2c 20× 20 173 10373 10356 十日P166
VD2a 26× 25 10376 10355

十日P140

土師器出土VD2c 20× 19 239 10373 10349 十日P203

VD3c 29× 25 10370 10332 十日P202 VD2a 74 × 47 0288

VD3c 25× 24 10373 10354 VD2a 80× 74 0379 0356

VD4c 24× [13 71 10373 I日 P186 VD3a 33× 26 0379 0338

VD4c 26× 25 239 10369 10345 VD3a 28× 26 0381 0330 十日P lll

VD × 10371 10368 VD3a 20 × 18 0356

VD 28 × 28 255 10370 10344 1日 P152 VD2a 26× 25 0379 0345

VD 22× 21 10369 10335 十日P15] VD2a 35× 31 0379 10332 十日P201

VD b 30 × 26 10371 10342 VC3 24 × 20 0378 10353 十日P109

VD3b 23× 21 308 10371 十日P VC2 26× 19 0383 10363

VD3b 22× 21 10372 10348 十日P 195 VC3 24× 24 0379 10358

VDlb 38× 27 179 10352 1日 P VC2 27× 24 0383 0355

VD3b 20 × 20 0352 I日 P VC2 31× 25 0383 0358

VD3b 23× 23 10373 0350 I日 P VC2 24 × 23 190 0381 0362

VD b 20 × 19 10372 0341 VC3 21× 20 0379

VD 23 × 17 10369 0341 VC2 39 × 29 10339

VD × 1037ユ VC2 29 × 23 0383 10369

VD b 24× 17 10370 0343 VC2 20 × 19 0382 10368

VD b 19× 16 10369 0331 VC2 25 × 19 10355

VD 23× 2ユ 292 10371 0341 VC2 30 × 28 0380 10361

VD b 21× 20 196 0370 VC2 31× 27 0381 10354

VD b 24× 22 0368 0352 VD3b 24× 18 0371 10358

VD b 28 × 25 355 0368 0333 207 VD3b 21× 20 0371 10359

VD b 18× 16 131 0370 0357 VD4a 27× 25 0374 10364

VD b 25× 21 0375 0342 VD4a 30× 25 0375 10358

VDlb 20× 18 10374 10360
1日 P147

土師器出土
VD5a 41× 35 10359 10318 土師器出土

VD3b 30× 26 10370 10332
I日 P148

+Rh果串キ

VC5j 45× 45 10369 10325

ⅣC10i 26 × 20 10375 10360
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V 検出遺構と出土遺物

85

0                       10cm
(1/3)

第27図 遺構外出土遺物 (1)
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第28図 遺構外出土遺物 (2)



V 検出遺構―と出1土遺物
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第29図 遺構外出土遺物 (3)
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第 3表 陶磁器観察表

図番 登番 遺構名 出上位置・層位 器 種 産  地 時 期 胎 土
法 量 「cllll

図版 写版
口径 器 高 底 径

2 3 S K 103 ⑪ベル ト埋土 ほうろく 砂含 (8,0) 0

9 2 S K06 東西ベル ト 東 火鉢 在地 ? 19世紀 ? 砂含 117] 19,2 4

0 S K06 北西 埋土 碗 瀬戸 19世紀前半 4

1 S K06 南北ベルト北側埋土 碗 瀬 戸 19世紀前半 (46) 115 14 4

2 11 S K06 北西 埋土 碗 在地 19世紀 4

3 S K06 北西 埋土 碗 在地 ? 19麹し旅己? (129) [51] 4

4 S K06 北西 埋土 碗 [3.6] 4

5 S K06 東西ベルト西 埋土 碗 ? 19世紀 (3.8) 4

6 S K06 東西ベルト東 坦土 碗 9 19把し旅己 [41] 4

7 S K06 南西 2層 碗 [41] 4

8 S K06 埋 土 小碗 [22] 4

S K06 南北ベルト北側埋土 碗 肥前 ? 19世紀 189) 5

S K06 埋 土 皿 肥 前 18～ 19世紀 140) (72) 5

S K06 南西 2層 碗 肥前 19世紀前半 「39] 5

S K06 北東 埋土 皿 大堀相馬 ? 19世紀前半 (X00) (40) 5

S K06
南北べ ,レ ト】ヒ狽∬

埋土
皿 肥前

18世紀後半～

19世紀前半
(162) (98)

S K06 南北ベルト北側埋土 皿 「37] (8.4)

S K06 南北ベルト南 埋土 甕 (64) 515

S K06 北西 埋土 皿 肥前 19世紀前半 188) 5

S K06 北西 埋土 猪口 肥 前 19世紀前半 5

S K06 南北ベルト北側 埋土 蓋 19世紀 (86) 5

S K06 北西 埋土 鉢 (159) (64) 5

S K07 埋 土 碗 在地 19世紀前半 (94) 8

S K07 東 埋土 碗 瀬戸 19世紀前半 (71) 8

S K07 埋 土 碗 一刷 19世紀前半 8

S K07 埋 土 碗 瀬 戸 19世紀前半 [52] 8

S K07 ベル ト埋土 碗 [2.1] 8

S K07 埋 土 碗
・9

19世紀前半か [2,7] (3.8) 8

S K07 埋 土 皿 瀬 戸 19世紀前半 265 8

S K07 埋 土 碗 瀬 戸 19世紀前半 4.85 8

S K07 埋 土 皿 8

S K07 埋 土 皿 肥 前 19世紀 (96) 8

S K07 東 埋土 皿 [24] 8

S K07 埋 土 急須 (66) [51] 8

9 S K08 RP l 火鉢 砂 合 [68] 9

S K08 東 埋土 碗 瀬 戸 19世紀前半 (72) 9

S K08 東 埋土 碗 瀬 戸 19世紀前半 酵.8]

S K08 東 埋土 卜皿 (9,2)

S K08 東 埋土 卜皿 (92)

S K08 東 埋土 瓶 「100]

S K08 埋土 灯明皿 (74) 「3,7]

S D01A 埋土上位 碗・香炉 大堀相馬 19世紀 ? (1015)

S D01A 埋土 皿 ? 19世紀 ? 「18] (89)

S D01A P2埋 土 糟鉢 砂 含 (270) 155 (100)

遺構外 VDla検 出面 ほうろく 砂 含 (162) 「2.8司

遺構外 T21層 甑 粗砂含 「6.8]

遺構外 I層 悟鉢 (311 「65]

遺構外 検出面 Ⅳ層 湯呑み 瀬戸 19世紀前半 (8.9) (34)

遺構外 検出面 Ⅳ層 碗 瀬戸 19世紀前半

潰構外 I層 湯呑 9世紀代 「38~

遺構外 碗 近代 (11.4) 「3.8~

浩 檻 外 I層 小 皿 近代 (90) (47'

1 活 檻 外 検出面 Ⅳ層 皿 瀬戸 19世紀前半 365
モ争君豊,( 指苦し 土瓶蓋 895

V 検出遺構と出土遺物
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3 古代・近世以降の遺構

第 4表 石製品観察表

図呑 登呑 遺構名
出上位置

・ 層 位
器種 特 徴

長さ

(cm)

幅

(C14)

厚さ

(cm)

重量

(g)
石  質 図版 写版

S K06 5層 磨石

ほぼ全面磨られてい

る。一部に擦痕有。 3.150

デイサイト・新生代

第三期・奥羽山脈・

古生代デボン紀

S K06 北西 埋土 硯 〔79〕 〔2.3〕 12 3141

赤紫色・凝灰岩・北

上山地・東山町付近

?・ 古生代デボン紀

S K08 東 埋土 磨石

ほぼ全面磨 られてい

る。 126 1185 5.35 92980

デイサイト・新生代

第三期・奥羽山脈・

古生代デボン紀

P210 埋 土 磨石

ほぼ全面磨られてい

る。炭の付着が認め

られる。

155 1,56705

デイサイト・新生代

第二期・奥羽山脈・

古生代デボン紀

第 5表 土製品観察表

図番 登番 遺構名
出上位置

。層位
器種 特  徴

長さ

(cm)

幅

(帥 )

厚さ

(cm)

重量

(g)
色 調 焼成 胎土 図版 写版

S K06 南西 2層 面摸
表布痕。裏

指痕
[1.8] 75YR7/6イ隆 良 砂含

S K06 南西 1層 人 形
手づ くね胴

部馬
[515] [2制 75YR7/6橙 良 砂含

S K06
南東埋土

2層
面摸

顔。型押し

裏指痕
[315] 0,95 75YR8/6浅黄橙 良 砂含

S K06 南西 1層 面模
顔 ?型押し

裏指痕
[3.9] 10YR8/4浅黄橙 良 砂含

S D01A 埋 土 面摸
型押 し。裏

指痕
[26] 6.36

75YR7/41こぶい

橙
良 秒含

P98 埋 土 面摸
表布痕。裏

指痕
[06] 2.96 7.5YR6/6橙 良 砂含

遺構外 I層 面摸
型押し。裏

指痕
[225] 7.5YR6/6橙 良 砂含

第 6表 金属製品観察表

図番 登番 遺構名 出上位置・層位 器種
長さ

(cln)

幅

(cm)

重量

(g)
備 考 図版 写版

6 S K05 埋 土 煙管 10.19 長さ8 25cm、 身径0.45～ 1 15cln。

第 7表 木製品観察表

図番 登 香 遺構名 出土位置・層位 器種
計測値 (cm)

材  質 備  考 図版 写版
長 さ 幅 厚 さ

S E01 RヽVl 井戸枠
マツ属複維管

東亜属

252 S E01 R耶「 2 井戸枠 957
マツ属複維管

束亜属

5 S E01 RヽV3 井戸枠 111
マツ属複維管

束亜属
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Ⅵ 自然科 学分析

S E01井戸跡出土井戸枠の樹種同定

株式会社古環境研究所

1 イよ じ め に           ´

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同

定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかり

となる。

2試  料

試料は、Ⅵ層上面で検出されたSE01井戸跡の井戸枠材 (RW3)1点である。

3方  法

カミソリを用いて試料の新鮮な横断面 (木 口と同義)、 放射断面 (柾 目と同義)、 接線断面 (板 日と

同義)の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって40～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的

形質および現生標本との対比によって行った。

4結  果

同定の結果、試料はマツ属複維管束亜属 P滋クsd"評刀.Dダοヮんηであつたo以下に同定の根拠と

なった特徴を記し、各断面の顕微鏡写真を図版に示す。

マツ属複維管束亜属 P滋クs∫クbg9η Dダοッんη マツ科

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質よリマツ属複維管東亜属に同定される。マツ属複維管東亜属にはクロマツとアカマツが

あり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する。常緑高木であり、材は水湿によく耐え広

く用いられる。

5所  見

同定の結果、金栗 I遺跡出上の木材はマツ属複維管束亜属であつた。マツ属複維管束亜属には、三

次林を形成するアカマツと海岸林を形成するクロマツとがあり、いずれも温帯域を中心に広く分布す

る常緑高木である。いずれの材も水湿に良く耐える材であり、遺跡周辺からもたらされたものと考え

られる。
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S E01RW3は 掲載番号5である。

金栗 I遺跡 の木材

横断面       :0.5nlm
SE01 RW3 マツ属複維管東亜属

放射断面       :0.lmlm 接線断面       :0,2mla

―-52-―



めとまⅦ

ここでは、第 1節で遺構、第 2節で縄文・平安時代の土器、第 3節で近世の遺物についてのまとめ

と若千の検討を行 う。ただし、出土量が少ない遺物は、個別の検討のみ行った。

今回の調査で検出した遺構、出土遺物は以下の通 りである。

<遺構>縄文時代の陥し穴状遺構 5基、時期不明の竪穴状遺構 1棟・土坑 4基、溝跡15条 ・柱穴状土

坑212個等を検出した。

<遺物>縄文土器 2点、平安時代の上師器大コンテナ 1箱 (5,590g)、 須恵器 9号袋 1袋分 (468g)、

陶磁器中コンテナ 1箱 (3,815g)、 石製品 4点 (5,678g)、 土製品 7点 (57g)、 煙管 l点 (10g)出

土 した。このほかに近現代の遺物ではあるが、金属製品・鉄滓・銭貨が出土 している。

1遺 構

<陥 し穴状遺構 >調査区中央～北を中心に溝状 3基、円形状 2基の計 5基検出した。検出面は全てⅥ

層面である。溝状は規模・軸方向がほぼ同じである。埋土はいずれもV層起源の黒色土である。遺物

は出土 していない。形状 と埋上の堆積状況から、所属時期は縄文時代の可能性が高い。

<竪穴状遺構 >調査区中央から1椋検出した。東側が調査区外のため平面形・規模ははっきりしない

が、残存状況から4.6× 4.Omの隅九長方形状を呈するものと思われる。床面は中央やや南 よりに段差

があり南側が北側より高い。比高差 7 cmを 測る。北側は中心部が丸底風に窪み、南狽1は概ね平坦であ

る。埋土から近世のほうろく?が出上 している。形状・遺物から勘案すると、近世の厩 ?の可能性が

ある。

<井戸跡 >調査区南から1基検出した。 S D01A構築時に大半を消失 しているため、本来の規模ははっ

きりしない。平面形は隅九方形状を呈 し、開口部121× 116cm、 底部104× 95cmを 測る。深さ32～ 42cm

残存 している。壁は外傾 している。各コーナーから中央に向かって 5～ 20cm程内側 と北壁中央壁際の

計 5箇所に10～ 20cmの杭が刺さっている。杭は井戸枠を構成する板をおさえるためのものと思われる。

板は概ね長さ94～ 96cm、 幅20cm程の大きさのもので、一部に工具痕がみとめられる。井戸枠の範囲は

92× 84cmの方形状を呈する。出土遺物がないため所属時期は不明であるが、重複関係等からみて近世

の遺構であると思われる。

<土坑 >調査区中央付近を中心に土坑は4基検出した。平面形は方形・隅九方形状とさまざまである。

埋土はみな人為的に埋め戻されている。土坑からは土師器・須恵器 。近世陶磁器等が出土 している。

大半の上坑は近世陶磁器の出土量が圧倒的に多い (S K06～ 08)。 中には埋土上位は土師器・須恵器、

下位は近世陶磁器のみ出土する土坑 (S K06)が ある。これらの土坑は遺物出土状況と埋上の堆積状

況から、近世のゴミ穴であると判断している。なお、埋土上位の上師器・須恵器は土坑構築時や埋め

立て時にV層 の古代の遺物包含層を掘削 したため流入 したものと推測される。

<溝跡 >調査区各地から15条検出した。調査区の制約から全長は不明だが、幅20～ 50cm、 埋上が黒色

～黒褐色土系のものが多い。遺物は摩減 した土師器・須恵器、近世陶磁器が若干出土 した。軸方向は

西北西一東南東方向が 9条、東西方向 1条、北西―南東方向 1条、北北東―南南西方向 3条、北】ヒ西一

南南東方向 1条で、西北西―東南東方向が大半を占め、次いで北北東一南南西方向の溝が多い。調査

区南端で接する道路が西北西一東南東方向であることと関連があるのかもしれない。なお、北西一南

東方向の S D06は検出・埋土状況と遺物から、所属時期が古代の可能性がある。
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2 縄文・古代の遺物

2 縄文 ・古代 の遺物

(1)縄文土器

縄文土器は調査区北の埋没沢から2点出土し、2点 とも掲載した。64・ 65は深鉢の体部破片である。

木目状撚糸文が施文されている。大木 6～ 7a式であると思われる。

(2)土師器 。須恵器

土師器・須恵器は総量で大コンテナ 1箱分、重量にして約 6 kg出 土している。器種は土師器邦 。高

台杯・甕、須恵器大甕・小型壼がある。大半が調査区中央より北側から出上している。特に調査区北

の埋没沢からの出土量が多い (なお試掘 トレンチTl～ T3は、埋没沢東端にTl、 S K06・ 07付近

にT2、 S D01付近にT3を設定した)。

今回の調査で出上した土器の分類を以下に記載する。ただし、土師器ネ・甕以外の上器類 (縄文土

器・須恵器等)は出土点数が少ないため、分類は行わず一括して扱う。

分 類

<土師器杯 >黒色処理をA類、非黒色処理をB類 とし、器形の特徴を数字で 1・ 2と 分類 しその後に

付けることで判別できるようにした。

1:体部が九みを持って、そのまま口縁部まで立ち上がるもの

2:体部が丸みを持って口縁部まで立ち上が り、口縁部が外反 しているもの

<土師器甕>ロ クロ成形の有無で I類 とⅡ類に分類 し、 I類 は器形の特徴からA～ D類に細分 した。

なお、ここでは口径15cm以下を中・小型甕とした。

甕A:ロ クロ成形。体部は九みを帯びてお り、口縁部が外反 し、先端部は面取 りしているもの

甕B:ロ クロ成形。体部が直線的で、口縁部が外反しているもの

甕CIロ クロ成形の奏底部のみのものを一括 した

甕D:ロ クロ成形の中型甕。体部が九みを持って立ち上が り、口縁部が外反 しているもの

甕E:ロ クロ成形の中型甕。体部が外傾 し、口縁部が外傾 しているもの

甕F:非ロクロ成形のものを一括 した

事実記載

<土師器杯 >黒色処理の杯Al・ A2、 非黒色処理の杯Bl・ B2、 高台杯に分けられる。 7はネA

lである。内面に黒色処理が施されている。体部が丸みを持ち、口縁部まで立ち上っている。69は ネ

A2である。内面に黒色処理が施されている。体部が九みをもって立ち上が り、口縁部が外反 してい

る。66は杯Blである。体部が九みをもち、日縁部まで立ち上がっている。67・ 68・ 70・ 71は杯B2
である。体部が九みをもって立ち上が り、口縁部が外反 している。68・ 71の底面切 り離 し技法は回転

糸切 り無調整である。次に底部破片を見てみる。74・ 76は面黒色処理、ヘラケズリ再調整が施された

ものである。72・ 73,75,77は 底部に張 り出しがあり、底面切 り離 し後再調整が施されていないもの

である。

<土師器高台杯>3点出土 した。直立 しているものと (78。 79)、 ハの字状 (80)に 開くものがある。

<土師器甕>ロ クロ成形の IA～ IC、 ロクロ成形の中型甕 IDoIE、 非ロクロ成形のⅡがある。

8・ 36・ 81は IAである。体部は丸みを帯びており、口縁部が外反 し、先端部は面取 りしている。84・

87は IBである。体部が直線的で、口縁部が外反 している。94は ロクロ成形の甕底部である。摩減が
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Ⅷ ま と め

著しく底面の切 り離 しは不明である。82・ 85は IDである。体部が九みを持ち、口縁部が外反 してい

る。85に は煤の付着が認められる。83は IEである。体部が外傾 し、口縁部が外傾 している。内外面

に煤の付着が認められる。86・ 88～ 93・ 95は Ⅱである。86は 内面ハケメ・ヘラナデ、外面ハケメ調整

が施されている。88～ 90。 93・ 95は 外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ調整が施されている。88・ 89。 95

の底部には網代痕が認められる。91,92は外面ヘラケズリ、内面ハケメ調整が施されている。

<須恵器甕>96は須恵器甕である。ロクロ成形・口縁が外傾 し、先端部が外反している。

<須恵器大甕 >調査区北の埋没沢を中心に出土 した。破片資料 しかないため、分類は行わず一括 した

(69・ 96～ 100。 102)。 平行タタキメA類が主体を占めている。

<須恵器重 >101は須恵器壼の体部破片である。ロクロ成形。

<須恵器小型壷>2は小型壷の底部破片である。内外面ロクロナデ、底面回転糸切 り無調整である。

今回の調査で出土 した土師器・須恵器の所属時期は、土器の特徴から概ね 9世紀後半～10世紀前葉

であると思われる。

近 世 の 遺 物

(1)陶器・陶磁器

陶器・陶磁器は中コンテナ 1箱分出上した。瀬戸・肥前産陶磁器や在地産陶器・陶磁器等が出土し

ている。このうち、形状・染付が明らかなものを選択し、合計55点 を掲載 した。

<肥前産陶磁器>器種は碗 。皿・湯呑みがある。10・ 11・ 38・ 40・ 44・ 50・ 51'107は 碗である。43・

111は皿である。106は湯呑みである。出土傾向を見てみるとS K06・ 07か ら出土する傾向が認められ

る。遺構外出土遺物も調査区中央より南から出土する傾向がある。所属時期はいずれも19世紀前半代

であると思われる。

<瀬戸・美濃産陶磁器>器種は碗・皿がある。20。 22・ 28。 39は碗である。21・ 24・ 27・ 46は 皿であ

る。出土傾向を見てみるとS K 103・ S D01A・ S K06～ 08か ら出上している。遺構外出土遺物も調

査区中央より南から出土する傾向が認められる。所属時期は碗は概ね19世紀前半代、皿は18世紀後半

～19世紀前半代であると思われる。

<在地産・不明陶磁器>器種は碗・小碗 。皿・甕・蓋・瓶 。急須・湯呑・土瓶蓋・香炉がある。30,

37・ 41・ 42・ 109は碗である。23。 25,45・ 58は 皿である。18は小碗である。26は 甕である。29は 蓋

である。48は 急須である。54は 瓶である。57は香炉である。108は湯呑である。112は土瓶蓋である。

出土傾向を見てみるとS K 103・ S D01A・ S K06～ 08・ P98か ら出土している。遺構外出土遺物も

調査区中央より南から出土する傾向が認められる。所属時期は19世紀代のものが主体を占める。

<火鉢>9・ 49は 火鉢である。 9は体部半ば～底部にかけて残存した個体である。体部はロクロ成形

されている。また、窓を設置された痕跡は認められない。底部には半球状の突起が二ヶ所貼付られて

おり、位置関係から三足であると判断した。所属時期は19世紀前半代であると思われる。49は体部破

片であるが、9と 調整技法・胎土が類似していることから、火鉢であると判断した。

<悟鉢>59・ 105悟鉢である。59は 口縁から底部まで残存している。105は口縁部～体部上半にかけて

残存している。所属時期はいずれも19世紀前半代と思われる。

<ほ うろく>103は ほうろくである。所属時期は18世紀後半代と思われる。 2も ほうろくであると思

われるが、確証がない。ほうろくであるとすれば19世紀 (後半 ?)代 と思われる。
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<甑 >104の 1点のみである。底部破片であるため詳細は不明である。所属時期は形状・出上位置か

ら、近世以降と思われる。

(2)石 製 品

石製品は4点出上し、全点を掲載した。硯・磨石がある。

<硯 >32の 1点のみ出土した。

<磨石>31・ 56・ 63の 3点は磨石である。31は ほぼ全面磨られており、一部に擦痕が認められる。56・

63は側面の一部を除いてほぼ磨られている。63に は炭の付着が認められる。

(3)土 製 品

土製品は7点出上し、全点を掲載した。土製人形

<土製人形>33は馬の胴部である。

<面摸 (泥面子)>19'62は 布目痕、34は 人の顔、

世紀前半代のものに類似している。

・面摸 (泥面子)等がある。

35,60。 113は不明。いずれも18世紀後半から19

(4)金 属 製 品

金属製品は 9号袋 1袋分出上している。大半が近現代の遺物である。所属時期が近世以前のものは

煙管 1点のみである。

<煙管>6は煙管の吸口である。所属時期は18世紀末～19世紀前半代であると思われる。

ま と め

今回の調査では調査区北側から縄文時代の陥し穴状遺構、中央付近から近世の井戸跡・土坑・溝跡・

柱穴状土坑が検出された。このことは調査区付近は縄文時代には狩猟の場として、近世には居住域 と

して土地利用されていたことを示 している。また、調査区北側から検出された埋没沢からは平安期の

上師器 。須恵器が出土 してお り、調査区周辺に平安期の集落が存在する可能性が想定されよう。近世

遺構は概ね18世紀後半～19世紀前半のものが多 く、19世紀前半代のものが主体を占めている。

近世遺構が主体を占める19世紀前半代という時期には神山家の住居があったといわれ、医者街道を

開削した神山了安が活躍した時期と重なる。了安は沢内村の小田嶋嘉左衛門と共に現在の花巻市尻平

川から北上市姉打沢を経由して沢内村七内に至る道路開削を行った人物として知られている (『笹間

村誌』)。 実際の工事は猫塚彦四郎が行い、弘化 3年 (1846)に完成したという。了安が医者であつた

ことから、人々はこの道路を医者街道と呼んだという。なお、猫塚彦四郎は花巻村日居城野田地等の

新田開発にも深く関わっている。

そこで、最後に本地域の新田開発について簡単に触れる。本地域は盛岡落の新田開発の中において

最も成功をおさめた地域であり、前述した猫塚彦四郎も新田開発にも関わっていることから、近世の

金栗 I遺跡を考える上で、必要であると感じたからである。

寛文 4年 (1664)盛 岡落二代藩主南部重直が跡取りを決めないまま死去した。本来であれば領地没

収の事態である。翌 5年 (1665)幕府は盛岡藩10万石のうち8万石を重直の弟重信に、残りの 2万石

を弟直房に相続させることとした。そのため、盛岡藩は減少した 2万石を補うため、寛文 9年 (1669)
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に新田開発促進令をだした。50石 (一部の地域では100石)を上限として新田開発 を認めるもので、

土地を無償で提供 し開2_Rを 奨励 した。 しかし、自然・地理的環境等の影響から、新田開発が活発に行

われたのは (一部例外はあるが)盛岡市以南の北上川中流域、特に和賀・稗貫郡内であった。

天和 2年 (1682)の 調査によると個人の開田は123人が行い、新田石高は4,026石余である。なお、

村で行った新田開発は14ヶ 村32ヶ 所、新田石高2,152石余である。落営の新田開発 としては奥寺八左

衛門が行ったものが もっとも大 きい (註 1)。 人左衛門が行った村崎野新田の開発は奥寺上堰・下

堰の通水によって開墾が進み、約7,600石 の検知高を上げるに至っている (註 2)。 上堰は寛文 5年

(1665)に着工 し、完成 したのが延宝 3年 (1675)で ある。下堰は廷宝 4年 (1676)に着工 し、同 6

年 (1678)に 完成 した。 (第 5図参照 )

奥寺上 。下堰は北上市横川目地内の和賀川から取水 している。取水口付近は穴堰で通水 しているが、

当初は穴堰の掘削・通水がうまくいかず、失敗続きであった。このため、人左衛門は秋田の阿仁銅山

から竹村・猫塚氏等の技術者 として招 き、ようや く穴堰の掘削・通水が成功 したという。このとき招

聘 した技術者のうち猫塚藤次郎は、堰通水の功績をもって、五十石取 りの二子通刀差の身分を許され

ている。

猫塚氏は後年笹間村に定着 し (現在でも本遺跡の北東に猫塚の地名がある)、 子孫は新田開発を相

次いで行っている。孫の三代藤次郎は寛保 4年 に土地開拓のことを藩に申し出、開拓を認められてい

る。その後開拓によって生 じた栃内村の田地五十石を所領とし、百四石取 りの盛岡藩士に取 り立てら

れ、和賀稗貫郡の川の普請奉行を命 じられている。三代藤次郎の孫の彦四郎は天保 7年 (1836)花巻

村 日居城野田地百石を開拓 した (猫塚新田と称されている)。 また上根子ならびに笹間村六本木林の

栃内林横森等五十石を開拓 している。その功績をもって百五十石を与えられている。晩年は後藤野清

水野等の開拓を企て藤倉山を貫通 して北本内川の水を尻平川に移すことを目的として測量を行うが、

実施には至らず嘉永七年 (1854)に亡 くなった。なお、彦四郎は晩年沢内村の小田嶋嘉左衛門と神山

了安からの依頼で、花巻市尻平川から北上市姉打沢を経由して沢内村七内に至る道路を開削 したと言

われている。この道路は弘化 3年 (1846)に完成 したと言われている。

今回の調査成果は資料数は少なかったが、本地域においては数少ない近世資料が出土 してお り、整

理・報告書作成段階ではできうる限り近世資料を多 く報告することを主眼に入れて行った。しかし、

資料の提示にとどまり、その調査成果についての検討が不十分であることは否めない。今後、類例が

増加 した段階で検討が行われることに期待 したい。

最後になりましたが、野外調査・室内整理時には委託者である花巻地方振興局土木部をはじめ、野

外作業員、室内整理員の方々に多大なるご協力を賜 りました。ここに厚 く御礼申し上げます。

註

1.藩営の開墾は、落が費用をだし、開墾者に耕作権を与え本百姓に取り立てた。また、諸士が開墾費をだし、開墾に従事し

た人を小作人として、所有権は諸士の地名代名義で所有することとし、新田分を加増する形をとった。地方給人は、与力新

田として、給人高を加増する形をとった。これら知行新田の代表例は、松岡藤右衛門が開墾した松岡新田である。松岡新田

は明暦 2年 (1656)松岡藤右衛門が藤根村に開田を企画し、藩に公認されたものである。松岡堰 (猿田堰)を 開削し、和賀

川より通水し濯漑 。開墾を行った。松岡堰は寛文八年 (1668)に 完成した。その濯漑範囲は横川日・藤根・滑田・江釣子・

鳩岡崎・北鬼柳・黒沢尻八ケ村にわたり、開墾された新田高は3,800石余である。

2.貞享 2年 (1685年 )で 5,700石 、元禄六年 (1693年に)で 6,891石の検地高を上げている。
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第 8表 遺物出土量一覧
(単位 :g)

新遺構名 出上位置 土師器 須恵器 陶磁器 石  器 土製品 金属製品 ガラス

S K 103 11834

S K05 10.19

S K06 1113.54 78.73 1634.41 3181.41 49.88

S K07 2580 598.84

S K08 21278 387.01 92980
S D01A 119.98 12.55

S D01B 21615 11.29

S D02 1886
S D03 14947 1129
S D04 埋 土 1294
S D06 137
S D07 ベル ト埋土

S D10 埋 土

S D12 埋 土 15.49

S D13 埋 土 8.17

P34 埋 土 11,33

P41 埋 土 4.50

P58 埋 土 3.16

P91 埋 土

P98 埋 土 3.70 0,96

P103 埋 土

P l12 埋 土

P158 埋 土 43.58

P159 埋 土 6.18

P160 埋 土 9.54

P165 埋 土 1.36

P185 埋 土 13.06

P210 埋 土 156705

Ⅳ Dlc 34.28

ⅣD2a 8.66

ⅣD5d Ш層中位 8490
ⅣD6d Ⅲ層

ⅣD6e 12724 29.85

ⅣD7c Ⅳ層 1492
ⅣD7d Ⅲ層 6419
ⅣD7e 4192
ⅣD8d Ⅲ層 173.29

ⅣD8e Ⅲ層 65601 135,31

ⅣD9c 000 39.47

ⅣD9d Ⅲ層中位 74.76 42.45

Ⅳ D10a Ш層 2.83 44.71 27403
VC 2i Ⅳ層 6.27

VC3i 表採 12.77

VC 4i Ⅲ層 21.67 32.58

VC6 Ⅲ層

VDla 検出面 87.32 0.88

VDlc 表土 18.37

VD2b 19_17

VD4a 10.73

VD4b Ⅲ層 372 4536
VD5a Ⅳ層 66.55

VD5b 54.44

VD8e
VD8e Ш層 1573

Tl 71539
T2 Ⅲ層 179。 46 15.68 474.12 15.68

T3 I層 37.77 683 7.77

調査区北 Ⅲ層 780.54 809

調査区中央 57.12 23.45

調査区南 1482ユ

合 計 遺構内 1854.04 86,90 2756.48 567826 5736 10.19 1255
合 計 遺構外 3740.24 381.62 1058.21 23.45

5590_28 468_52 3814.69 5678.26 5736 10.19 36.00
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写真図版 1 航空写真



錢

一一一ェ
一一

．一ゞ

”一■
―

●

■
義

筆‥

…

苺

嘉

ノ
／

督覇基|

調査区全景 (W→ )

|||■||14fIIⅢⅢⅢ

調査前風景 (S→ )
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S K T01 完掘 (E→ ) S K T03 53J風 (E→ )
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S K T03 断面 (W→ )

i― ,黎111■

S K T04 完掘 (S→ )
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写真図版 3 陥 し穴状遺構



S K 103 A― A'断面 (W→ )

S K 103 完掘 (E→ )

S K 103 B― B'断面 (S→ )

S E01 完掘 (E→ ) S E01 最終完掘 (E→ )

写真図版 4 竪穴状遺構・井戸跡
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S K05 完掘 (W→ )

S K06 完掘 (E→ )

S K07 完掘 (E→ )

S K05 断面 (E→ )

S K07 断面

S K06 A― A'断面 (W→ )

S K08 完掘 (W→ )

―-64-―
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S D01A C― CI断 面 (W→ )

S D01B 完掘 (W→ )
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S D01 B C― CI断面 (W→ )

写真図版 6 清跡 (1)
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S D01A 桂列 (E→ )

S D02(左 )。 03(中央 )・ 04(右)完 掘 (W→ )

す 諄

S D02(左 )・ 03(中央)・ 04(右 ) A― AI断面 (W→ )

握 ―イ
ー

S D02(左 )・ 03(中央)。 04(右)B― B'断面 (W→ )
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S D05 D― D「断面 (W→ )

S D05 完掘 (W→ ) S D05 E― E「 断面 (W→ )
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=
すみltil li

S D08 完掘 (E→ ) 調査区北端全景 (SE→ )

写真図版 8 清跡 (3)
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S D06 完掘 (SE→ )S D06 完掘 (NW→ )

S D06 断面 (NW→ )

S D06 E― E'断 面 (NW→ ) S D06 F― FT断 面 (NW→ )
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写真図版 9 溝跡 (4)



S D09 完掘 (SE→ ) S D10 完掘 (E→ )

S Dll 完掘 (N→ )

S Dll 断面 (S→ ) S D12 完掘 (N→ )

写真図版10 溝跡 (5)
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S D13 完掘 (E→ ) 完掘 (S→ )

現地公開風景 現地公開風景

水没状況
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写真図版11 溝跡(6)。 現地公開風景



南西から

火山灰検出状況

断面 (W→ )

断面 UP(W→ ) 断面UP(W→ )

写真図版12 埋没沢
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写真図版13 S E01、 S K 103、 S K05・ 06(1)出土遺物
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写真図版14 S K06(2)～ 08、 S D01・ S D03、 P98。 P210出 土遺物
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写真図版15 遺構外出土遺物
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ りが な

所 在 地

コー ド 】ヒ糸革 東経

調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

金栗 I遺跡 岩手県花巻

市南笹間第

1地割45呑

ち
地ほか

03025 M,14-

1350

39】三

20す}

15秒

141反

03分

11秒

2004.09.15

2004.10。 20

1,176♂ 主要地方道盛

岡和賀線花巻

市笹間地区道

路改築事業に

伴う緊急発掘

調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

金栗 I遺跡 散布地 縄文時代

平安時代

近 世

陥し穴状遺構 5基

溝跡 1条

竪穴状遺構 1棟

土坑 4基

溝跡15条

柱穴状土抗212個

縄文土器

土師器

須恵器

陶磁器・陶器

(火鉢・灯明皿・悟鉢・

ほうろく。甑)

石製品 (硯 ・磨石)

土製品 (面摸・土製人形)

金属製品 (煙管)

―-75-―
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金栗 I遺跡発掘調査報告書
主要地方道盛岡和賀線花巻市笹間地区道路改築事業関連遺跡発掘調査
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